


技術開発の三井日曹ウレタン

すぐれた研究力、たゆまざる技術開発の三

井日曹ウレタン（株）は、皆様の求める何か

を提供致します。

ウレタンエラストマー用プレポリマー“ハ

イプレン’'は長年にわたり、広く土木 ・建

築その他の分野に応用され、好評を博して

おります。

◎ 塗膜防水材用プレポリマー

ハ イ プレンP-302 ハイプレンP-305 

ハイプレンP-306

◎シーリング材用プレポリマー

ハイプレンP-364 ハイプレンAx-506

◎床材・グランド材・弾1生舗装材用プレポリマー

ハイプレンP-760 ハ イプレンP-820

◎ 液状アミン硬化斉lj MC-506 

◎アミン系架橋剤 CA-800, CA-900, MOCA  

◎プライマー

M-35プライマー（一 般防水・床下地用）

YP—フ゜ラ イ マー（アスファルト、 コ ンクリート用無溶剤型）

ハイプレンの物性

ハイプレン ハイプレン ハイプレン ハイプレン ハイプレン ハイプレン ハイプレン

P -302 P -305 P -306 P -364 Ax -506 P -760 P -820 

N C 0 含有 量 3.2 2.9 2.9 2.2 2.2 7 5 

米占 度'.OP/25℃ 9,000 6,700 6,000 20,000 80,000 6,000 

鬱
三井日曹ウレタン株式会社
本 社〒107東京都港区赤坂4-13-13（東亜赤坂ビル）ff(03)585-6191-8 

大阪営業所〒541大阪市東区本町4-4-1（本町野村ビル）合(06)264-0 7 5 1 

名古屋営業所〒460名古屋市中区錦3-23-18（ニュー栄ビル）合(052)951-95 11 

5.5 

4,000 



最高の品質 完全な施工

パラックスー E…….........ノンタール防水剤……黒 色

パラックスー G...…………ノンタール防水剤・..…グレ一色

J ＜ラックスー F・・・・・・・・・・・・・..床 材・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・各 色

パラックスーペーブ………舗装材（薄塗用）•……••カラー

パラックスーコート………舗装材（厚塗用）………カラー

パラックスーシーラント…土木用シール材

パラックスーコーク•……••土木用コークキング材

⑨三井東圧化学株式会社
本社建設資材部土木資材課

東京都千代田区霞が関3丁目2の5（霞が関ビル） TEL03-581-61 I I（代表）

大阪支店建材課

大阪市北区中之島3の5の2（三井ビル） TEL06-448-616|（代表） ・

福岡支店建材課

福岡市博多区上呉服町10の1（博多三井ビル） TEL092-28-4031（代表）`

札幌支店建材課

札幌市中央区北二条西4のl（札幌三井ビル） TEL011-261-1411（代表） ・

名古屋支店工業樹脂課

名古屋市中区錦3-23-31（栄町ビル） TEL052-961-331I（代表）

＇ 
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安定した性能で好評
＂塗膜防水材 ',, 

テ＂イツワウレ 5ン

新開発
不変色、超耐候性、塗膜防水材

’̀ ''-
サ＿テ＇ィック

特許出願中

不変色……淡色の露出防水仕上げが出来る。
超耐候性……保護コートが不要、工程が短かい。

販売元 宜園9EL拿ヲィk:Aヽー｝し卜'
製造元 JllC ·*E〗刀rfン→Fィtヨビエ舅[

本 社：〒103東京都中央区日本橋3-7-20ディックピル
TEL(03)272-4511（大代表）

（販売担当）樹脂開発部東京樹脂開発課

大阪支社：一541丁 大阪市東区北久太郎町 4・ - 36 

TEL(06)252-6161（大代表）

（販売担当）樹脂開発部大阪樹脂開発課



主要土木・建築関連商品

■サンプレンPW〈ウレタン防水材〉
■リンタイル 〈エマルション型エポキシ吹付タイル〉
■三洋サンソルト 〈土質安定剤〉
■サンマスターNS〈ノンスリップ舗装材〉
■その他各種

多様な技術をもつファインケミカル会社

〇三琴化m
工事為式会江

本社／京都市東山区一橋野本町II-I TEL075-541-4311（大代）

支社／東京・大阪 営業所／名古屋・京都•福井
工場／京都・名古屋・川崎
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あらゆる防水工夫の長所を結集．I

1冷工法 ― --］ 
,9 コ—駈IIJj軍

霧

‘
 

一冨"’ワl軍コ—駈 WP-100
寒暑・風雨・雪霜・紫外線・オゾン

など苛酷な自然条件に曝され、また

謳体亀裂に伴う応力の繰返しを受け

るなど、これらが防水層に大きな影

響を与えているのは云う迄もありま

せん。二の苛酷な条件に而寸える様ウ

レタン樹脂の持つ特性、防水性・伸

び・弾性・耐久性・接着性を最大限に

生かした防水材です。

’"’ヮココ・9駈転質発泡ポリエチレンの長尺シート

状のものです。従来の発泡体にくら

ペ弾力性・断熱性・而寸薬品性・加工

性に優れております。防水材フレッ

クスコート WP-100の下地緩衝帯と

して使用することによって、下地の

挙動により起る破断を軽減する1憂秀
な材料です。

.IJJ.,=i鳳 99が9コ
ガラスを現代科学によって繊維

物質として開花させたもので丸

防水材フレックスコートWP-100 

の芯材として使用する二とによ

って｀弓15長頭度・確実な塗厚．
流動の防止に優れた効果が得ら

れる二とで注目されております。

一屋上防水／室内防水 一

-「―-•
仕:: 工 栢呈

下地の種類 保証年限
I 2 3 4 5 6 7 

RC造 フレックスポンド フレックスマット マット目地処珪 フレックスコート
F-I 10年

0 3k9/m・ 4 0％厚 0 WJPk-g1/00 m• 
WP-100 

SRC造： 2 Ok9/m' 

フOプレ.Jラッk9イク/マスmー• コート グ0ラ0ス7フ'%,レI軍ックス
フレックスコート フレWッP-ク10ス0コート

F-2 RC造 10年 WP-100 
I Ok9／而 I O k<J/m' 

F-3 
ALC版PC版

フ0レ.3ッk<>ク/スmポ'ンド
フ4レ0ッ％ク厚スマット マWッPト-目10地0処理 グラスフレックス フレックスコート フレックスコート

10年 0.01％厚
W P-100 

WI OPk-91/00 m• SRC造RC造 0 3k9 /m' I Qk9 / m• 

フOプレ.Jラッk9イク/マスmーコ'ー ト
フレックスコート フレックスコート

F-4 RC造 WP-100 WP-100 
I Ok9/m' I Ok9／而

一カラー床材 一ぶ
工 弄呈

用 途
I 2 3 4 5 6 7 

C-1  
事務所・馴瑾場

カOFラ.Cーl-k<J1フ5/0レm'ックス カ0Fラ.C2ー-k<J1フ5／0レ而ックス カ0Fラ.C2ー-k',1フ5/0レm'ックス
集荷場・倉庫

C-2  
事務所・病院・マンショ

フ0プレ.3ラッk9イク/マスmーコ•ー ト カ0Fラ.C5ー-k59フ0／0レ而ックス カ FラI .CSー-k5~フ0/0レmッ• クス
ン會ホテル・応接宝

事務所・ホテル・インテリ
フ0プレ.3ラッk'lイク/マスmーコ• ー ト カ2Fラ.CSー-k~1フ0／0レ0而ックスC-3  ヤルーム・ショールーム

C-4  人工芝 フ0プレ.3ッラk9イク／マス而ーコー ト フ WIレ.POッk-~ク1/0ス0mコ'ート カ 2Fラ.COー-k8~フ0/0レmッ• クス カ2チラ.0ーッkgフプ/レmッ• クス

c-s 体育館床 フ0プレ.3ッラk',イク/マスmーコ'ー ト フ2レW.0ッPk-gク1/0ス0mコ'ート カ3Fラ.C0ー-k8~フ0/0レmッ• クス カ0ラト.3ーッk~フプ/コレmーッ•クトス

C-6  クラプハウス フ0プレ,3ラッk<Jイク/マスmーコ• ー ト フ3Wレ.0Pッk-9ク1/0ス0mコ•ート カ3Fラ.C0ー-k8,;フ0/0レmッ• クス カ2Fラ.C0ーk89フ0/0レmッ'クス カ2チラ.0ーッkgフプ/レmッ'クユ

@7レックスコート防水事業協同紺合
◎東海化学産業株式会社
神 戸〒652神戸市兵庫区下沢通 8 丁目 4 番 8号合(078)576- 2095（代）

福 岡〒810福岡市中央区荒戸 l丁目 2番 4号（商エピル） ff(092)761-I 4 3 I 

工場研究室〒673三木市細川町脇川トウガク IO O - I 2 ff(07948)6-2 8 I 8 



． ＇ 

日東紡クラスクロス
耐腐蝕性・寸法安定性・耐熱性のよい防水材基布．I
メンブレン防水に最適な、到而なグラスクロス．I

ウレタン

WK1212A MEG 
またはKC05058 EV2 
ウレタン '' 

プライマー
● ●.  •..,_.,,,,::.-• ・・.・ -, 

.. :.~、 .tt..、:•••、t•• ..:••• ?．．．_..’―—下地

グラスファイパーは無機繊維で〇腐蝕しない 防水材の中では半永久

あり、一般の有機繊維（綿・ヒ。 的に席らない。例えば防水材が劣化

ニロン・ナイロン・ポリエステ
したら、その上から新しい防水材を

塗布すれば再使用可能で簡単に補修
ルなど）と違い独特な性能をも できる 。

つ繊維ですが、防水に使用する◎寸法安定性施工後、伸ぴ縮みがな

場合にはそれぞれ次の特長を生 いので防水層が安定 している。特に

かして使用されます。
コーナ一部、立ち上り部には特長が

発揮される。

R耐熱・不燃性 トーチであぶるなど、

熱をかけても伸び縮みがなく、グラ

スクロスには変化がない。

〇吸水性がない 全く吸水性がないの

で、施工後グラスクロスによる防水... 
層のふくれが生じない。

◎比猿度が高い 目付けの少ないもの

でも防水材の強度が十分である。

製品記号

WK 1212A 100 

WK 1313B 100 
(WL 70 I 00) 

WK 20100 100 

厚さ

’"n 
0.06 

巾

om 

100 

重量

9 / m’ 

35 

密度本／25"""

▽ 
引張り強さ伶／25mm

タ20テ Iョ20コ
1ロール長さ

m 

300, 900 

0.10 100 73 13 13 35 35 300、900 

0.07 100 60 20 10 30 30 300, 900 

製 品 記 号

KC 05058 I 04 E V2 

KC 0505C I 04 EV2 
4

4

 

巾

g-10-10

重量

9 /m’ 

45 

75 

度

テ
密
＿
タ
一

5
-
5

本／25111ffl
l 

ョコ
5 

5 

引張り強さ /,.,;/25mm

冒
梱 包

200 m 
4R入り
100 m 
4R入り

製品記号

WL 110 

WL I 10 

厚さ

7"n 

0.13 

0.13 

巾

om 

5. I 0 

16. 28. 33 

密度本／25mmm 引張り強さ ½/25呻t , 1ロール長さ

タテヨコ m 

43 I 53 I 120 

43 I 53 I 420 

製 品 記 号
重量

9/m' 

巾

g

1ロール長さ

m 

1,000 m 

500 m 

用 途

目地
部用

コーナー
部用

備 考

MF 45F I 04 45 I 04 4.5 3.0 300 
タテ方向補強糸

l四ピッチ入り

日東紡績株式会社

・冒大 阪／大阪市東区高麗橋 5-1興銀ヒ‘ル云06(202)130|〒541広 島／広島市八丁堀15-10セントラルピル云0822(28)1710〒730名古屋／名古屋市中区錦 I-17-13名興ピル云052(231)513|〒460九州／福岡市中央区天神 2-8-38協和ピル合092(721)5570〒810

グラスファイバ一部
束京都中央区八重洲・16-1〒104

云03(272)1 2 1 1・大代表
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虞，，””'zRシリーズ
ポリウレタンシーラント（防水材、目地材）

の新らしい基剤
ウレタンタール・ウレタンエポキシタール

ポリフレックスのための硬化剤には、ポリハードナー・シリーズ を基剤としてご利用〈ださい。

TEL 
東京(03)274-6051 

名古屋(052)571-6331 

大阪(06)202-4031 

揖岡 (092)291-5639
羞ー工業製柔株式合村



ヽ
＊近代建築の恋人

-:IJI.一つ〇ン
ウレタン塗膜防水剤

①より速く

②より美しく

⑧より簡単に

I. 

8本特殊塗料株式会社
本社

東京都北区王子 5 - 16 - 7 
乞 (03)913 - 6 1 3 1 

東京営業所

東京都足立区新田 2- 11 - 4 
云 (03)912- 1 4 2 1 

名古屋営業所
愛知県知立市山町束並木北12

云 (0566)81 -2 7 7 1 

大阪営業所
大阪市北区西寺町2-8ニュー八千代ピル

云 (06)312 - 2 6 1 1 

広島営業所
広島市三川町 3 - 15 

云 (0822)48-1 5 1 4 

福岡営業所

栢岡県久留米市野中町 1 1 8 3 
云 (0942)32-5 3 1 7 

工場

乎塚・静岡•愛知・広島・九州

出張所

木し 庫晃・耳Z 塚・北九州

馬主 そE 戸斤
イ山台•新潟・静岡・高松・鹿児島



一―-

防水•止水工事
●日本特殊塗料（プルーフロン防水）

●各種シーリング工事

●各種止水工事

（建築…サッシュ、ピット、壁面止水

土木…隧道等 ） 

（株）高知特殊止水工事センター
高知市天神町18-10合 (0888)32-8143〒 780

ウレタン塗布防水―--

=•9組—3..,.,
SM~3335 。•

電 ●特徴

＊通気性に富み、発泡しない
＊作業性が良い

（ノージョイントシートエ法）
＊常温、低温での乾燥、硬化性良好
＊耐候、耐水、耐酸、耐油、耐アルカリ性
にすぐれ容易に剥離しない
＊耐摩耗性、引裂抵抗がすぐれている
＊施工筋単迅速（ワンタッチ工法）
＊蒼色仕上（シルバー仕上）可能

ビl
• ;； 

製造元

ウレタンの日商化成です。

Tii日商化成株式会社
本 社大阪市束区内淡路町2-9-2（丸作ビル）一06-941-7385(/tl-9

東京出張所 束京都中央区日本橋茅場町3-5-5 一03-669-22 5 1(｛り
京都工場京都府相楽郡木津町吐師中条 8 一07747-2 -0 6 2 6 防水については何でもご相談下さい。



ク＼ラケミカ）しの

ポリウレタン用架橋剤

●カタログお問合わせは本社営業部まで

⑮ イJ＼ラケミカルエ勲踪毎f
本 社束京都中央区京橋2-1（八重洲中央ビル） TEL (03) 561-8321（代表）

静岡工場
研究開発部

静岡県富士川町中之郷18 0 0番地 TEL (0545) 81-1288（代表）
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成完

パネコート

パネトップ

5-501（ポリウレタンシーラント）

（軽歩行用トップコート 6色）

札

⑩新東洋含成株式會社
本社工場〒592大阪府堺市築港新町 3丁目 27番地（堺臨海工業地6区）

云 (0722)44- 7631（代表）

大阪営業所 〒550大阪市西区阿波堀通3丁目54番地（ニューオカザキパシピル）

云 (06) 541- 1931（代表）

東京営業所〒166東京都荒川区西尾久 4 丁目 8 番地 10 号
云 (03) 800- 4801（代表）

掘岡営業所〒815福岡市西区樋井川 3 丁目 6 番地 1 号
云 (092) 561- 1 1 7 5 

"’"＂‘"＂"＂＂‘"1,1111“"IIIll"'IIIll"＂"＂＂,""""‘"‘"’"""＂＂ "mm、"‘mmmmmmmmII胃IImmmmmm"＂"＂"＂"‘"＂ "’“"’"IIIll"＂""1111111"＂"""'"IImm,mm'＂"’"“"＂IIIll",II"

構造が変ってもピ＝口T'ド；＂B刀｀の信頼は変らない。
＊ピニ ロイド防水が採用された新宿西口の4超高層 （国際通信センター・京王プラザホテル・新宿住友ピル・新宿三井ピル）
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タケネート•タケラック
タケネート・タケラックはタケダの15年にわたるウレタン技術そのもの

です。タケダはこの建材として無限の可能性を持つタケネート・タケラ

ックを通して、新たなAprication-NeoTakenate Takelac Systemを

創造したいと考えます。皆様と共にまたタケダはこう考えます。

（ウレタンは創造の樹脂であると）
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技術のタケダはこの明日の建材を的確に捕えます。
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従来の防水材にとって代わる新しい塗り防水材 I 

日立塗＇）陪 lit精
，，ヲンドシーI~®

◎― 

グランドシールは、ポリウレタン樹月旨を基材

にした 2液性常温硬化形の塗り防水材です。

塗るだけで継ぎ目のない弾性に富んだゴム状

皮膜ができます。従来のアスファルト防水、

モルタル防水などに代わる新しい塗り防水法

●耐亀裂性にすぐれています。 です。保護塗料ハイスターをトップコートす

●耐久性にすくれています。 ることにより、カラフルな仕上げにするとと

●作業性にすくれています。 もに、防水層を太陽光線から保護することが

●建物の軽量化に役立ちます。 できます。

8丘化成工業株式會社 （本社）東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ピル内私書箱第233号<1!!,160TEL東京(03)346-3111大代
（営業所） 東京・日立•新潟・大阪・高松名古屋・金沢・静岡•福岡・広島・仙台・札幌（出張所）松本・穂高・下館•岡山・浜松

東北地区のウレタン防水のバイオニア

' 住防水］

,

―

,
1
1
 

，
 

各種ミリオネート製品取扱

《責任施工工事》

0ウレタン塗膜防水工事

〇ウレタン弾l'生塗り床工事

0ウレタンシーリング工事

ウレタン防水協会会員 gそ 1主〖方9K内朱三t全ミネ土
本社〒982-01 仙台市上飯田字遠西86 云0222(86)3737

営業所 〒011 秋田市上崎港中央3-5-42 云 0188(46)4526

〒963 郡山市富田町大徳南39-4 云0249(51)1015
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tOIOOIOOIOOIOOIO主用途～呼西0紐→
！ 

！燃料油、可塑剤、インキ 8
！ ！ 
8塗料、溶剤、その他一般！R . . H 

！工業薬品 8 
中～～～～～010～~～～～~～～→

FOT型貯薦タンク

消防法に於ける屋外タンク貯藤所で最も一般

的な貯蔵方法です。安価で大容量のものが出

来るので1而以下の小さなものから精油所等

の数万m'のもの迄広い範囲に使用されており

ます。

FUT型貯蔵タンク

消防法に於ける地下タンク貯蔵所で安全性が

高く保有空地は不要です。一般に 200m’以下

のものが多く使用されております。

（給油販売取扱所では10m’以下）

FIT型貯蔽タンク

消防法に於ける屋内タンク貯蔵所で本体は屋

外タンクと同じですが専用室を設けることに

より保有空地は不要になり灯油、．重油等はビ

ルの地下室にも設置出来ます。貯蔵量は指定

数量の40倍以下で20m'を超えるものについて

は20m’以下と規定されております。

0屋外タンク貯蔵所 〇屋内タンク貯蔵所

0地下タンク貯蔵所 0一般取扱所

0少塁取扱所 0危険物設備一般

1. s I 4. 3 I 6. o I s. 4 I 11 I 15 I 20 I 26 I 31 I 50 I 100 I 200 I 300 I 500 

6.56 I 7.86 I 5.81 I 9.02 I 8.09 I 5.57 I 7.54 I 7.57 I 6.94 I 6.24 I 9.14 I 7.25 I 5.44 

1,16011,55011,74011,930 I 2,32512,420 I 2,71512,900 3,87014,840I6,78017,750 19,680 

1,83012,41012,740I3,05012,850 I 3,550I3,66014,260I5,08014,570 I 5,800 I 6,100 I 6,860 17,620 

地下タンク貯蔵所

I,~旦I2 6 ::： I : 6旦I: 6 :国|-： 6三I:1:: I :1:: I :1:：: I ：言I：2:： I :2:70| 8三：且
1,788 I 2,14413,054I3,43014,080 I 3,570 14,330 I 5,090 I 5,855 I 5,180 I 5,94517,470 I 8,990 I 9,810 

新富士燃焼工業株式会社

本社東京都千代田区三崎町2-8-14（古庄ピル）電話東京(265)1811（代表）
工場東京都練馬区練馬3 - 7 - 7電話東京(993) 3 2 0 5 
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完ぺきな防水工事に

ラ＇寸フI.,~つコ
せっかくの美しい建築も、漏水補修に追われ

るようでは困ります。いわば近代建築の泣き

どころになっている防水工事。しかし、これ

からは 《ダイフレックス》が活躍します。雨

の日も晴れている、それほど強力な防水材．I

耐蝕性・耐候性・耐水性・耐薬品性も優秀
ウレタンゴムの特性を生かし、弾力性・接着

カ・耐久性とも申し分なし。注入・塗布など

作業性のよさも抜群です。一般屋上はもちろ
ん、シェル構造、プレハプ屋根、鉄骨プロッ

クの防水施工に最適。その他建築物のシール

コーキング材にと広い用途に使用できます。

ダイフレックス防水工事業協同組合

製造元大こ利］苺if}子Jこ窯卦朱戎：全;H:
東京都文京区本駒込6-15-16（第6六義園ピル）

〒II 3 T E L (0 3) 9 4 7 -4 4 I I 
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パーフェクトな防水施工は
すぐれたウレタン防水材と
信頼ある業者から生れます

ポースウレポン会会員
ニュート建設防水社
札幌市西区手稲西野373-65 合 011-661-5919

昧丸正井上
札幌市北区20条西6丁目 合 011-742-6565

（合）小原商店
盛岡市高松2-13-10 合01962-24-3301

東開商事悌建材工事センター
福島市北矢野且字成田小屋12 で~ 0245-53-3151 

トップ工業（株
仙台市東7番町126 合 022257-5023 

（有）渡部左官工業
弘前市大字品川町97 ff 01722-2-6890 

昧中部渥青長野営業所
塩尻市片丘8731 合 02635-2-3310

昧カワキタ防水工業
東村山市廻田町2-5-6 ff 0423-91-2477 

リード防水商工
越谷市乎方1451 合 0489-76-0943

多摩防水工業（有）
三鷹市中原2-8-24 合 042245-2448 

大栄建設誅
北区滝野川7-17-10小谷ビル てゞ 03-916-1919 

大一工業昧
新宿区西新宿6-20-9 合 03-373-4630 

フジチカ工業昧
北区王子4-22-7 ff 03 -911-9465 

昧フジモト
小乎市花小金井3-130-3 ff 0424-71-3526 

山中工業諒
国分寺市東元町3-4-1 合 0423-・23-8174

（株ポース工事センター
荒川区西日暮里2-31-10 合 03-891-6693 

（有）三~峰工業
横浜市神奈川区六角橋4-5-28 ff 045-491-9675 

（有）安全防水
下田市中新田395-1 合 05582-2-2207

陳中部渥青
春日井市六軒町下洞15 合 0568-81-2120

昧基田商店
金沢市寺町5-5-10 云 0762-48-2089

西村エ研
静岡市安倍日新田635-17-21 ff 0542-96-1795 

ヤグチ工業（株
富士市伝法710-7 合 054571-5656 

昧中部；歴青関西営業所
守山市岡町39 合 07758-3-2302

大淀工業
大阪市大淀区大淀町3-3 ff 06 -451-7297 

山内防水
大阪市東住吉区矢田今池町43 も~ 06 -703-2273 

荒川商店
西宮市津門大塚町1-1 合 0798-33-2475

C R 建材昧
明石市西王子町3-235 合 078-927-4561

小池工業
利歌山市園部421鴫滝団地A1306 も 0734-55-9125

（樹川合防水商会
倉敷市早高118 ff 0864 28-0479 

侑）東讃防水工業
高松市今里町374-5 ff 0878-65-3255 

昧尾関建材部福岡営業所
福岡市博多区東光寺21-9 合 092-441-3511

沖縄タイル商会
那覇市真嘉比252 合 0988-33-3193

特別賛助会員忌：田薬品工業株式会社賛助会員丸ー産業株式会社

亨-含社攣京ポ―Xエ華社::9]信門門：ロ大阪営業所06-3点0|48-'仙台営業所0222-:34-0023 



ごあしヽ さつ

日本ウレタン防水協会

会長

大家康司

昭和44年10月，ウレタン防水の着実な発展を希う原料，加工，施工3部門の

方々が結集し，当協会が発足致しましてから満6年となりました。
この間， 『信用ある製品で責任ある施工』を信条と致しましてウレタン防水

材料の正しい取扱と現場に適合した施工法を普及するため建築用ウレタン防水

工事標準仕様書および同解説書を作成し会員および関係各位にご利用頂き，ま

た毎年講習会，講演会等を開催し普及推進をはかってまいりました。又私共の

念願でありました防水塗膜材（ウレタンほか）の日本工業標準規格 (JIS) 
につきましてはその原案作成に参画させて頂きその制定も間近い段階となり，

今後は日本建築学会の建築工事標準仕様書の防水工事編 (JASS-8)への
組入れについてご検討を頂く予定と伺っております。

一方建設省におかれては，防水施工業を独立業種として認定され，つづいて

労働省では防水科の職業訓練に注力頂くこととなりましたので，当協会は他種

の防水団体と共に昭和49年7月全国防水工事業団体連合会を結成し，防水業者
の連帯関係を強化しその技術的，経済的，社会的地位の向上を目指し職業訓練

＼その他の事業を推進することと致しました。これらにつぎましては，官公庁の

適切なご指導と建設業界，関連業界各位の温いご理解と絶大なご支援なくして

は果しえなかったことでございまして，関係各位に対し深く感謝申し上げる次

第でございます。

現在我国はインフレ抑制の各種施策の影響をうけ各業界とも不況対策に懸命

であります。

我々業界におぎましても，受注量の減少と企業間競争の激化，コストの上昇

等の苦しみに直面しております。

このような際には安値受注による材工面の無理から工事の適正を欠き，これ

が業界全体としての信用を低下させる等のことがあり勝ちなこ とで，最も自戒

を要するところであります。本年度はこれら諸情勢を反映し当協会では広報活

動を一段と強化することとしその一環として会誌を発行することと致しまし

た。

会誌には，諸先生，先輩各位のおはなしのほか防水業界および関連業界の情

勢当協会の動向，技術参考記事，統計資料，工事報告，その他を掲載し全国

の官公庁，建設，設計，営繕関係課，関連業界各位（建設，設計業ほか）にお

送り申し上げますが，ご参考としてお役に立てば誠に幸甚と存じます。

なお会誌は年2回発行を予定しておりますが，関係各位の媒体としてご活用
頂きた＜会誌にご寄稿，或はご要望等どしどしお寄せ下さいますようお願い申

し上げます。

(1)  



「ウレタン防水」創刊に当って

通産省生活産業局窯業建材課

課長

中村清

このたび， 日本ウレタン防水協会が協会誌として「ウレタン防水」誌を創刊

されるに当たり心からお祝い申し上げます。

内外の経済情勢が，まことに多難な時に，建築防水技術を中心とする協会誌

が創刊されましたことは，混沌とした建築防水の分野に一石を投じ，建築防水

技術の進展に貢献するところ，まことに大なるものがあると確信いたします。

皆様ご承知のとおり一昨年の石油ヽンョ ックに起因する世界的経済変動は，今

もって我が国諸産業に大きな影響を及ぼしております。また現在，我が国経済

は高度成長から安定成長への転換を図ろうとしております。

この中にあって，住宅建設を中心とする健全な生活環境づくりは，当面する

我が国の最大課題の一つであり，これの一翼を担う貴業界は，今後とも重大な

責務を担うものであります。

現時点では，ウレタン防水材等建築材料の需要は，世界的不況の影響をうけ

て低迷しておりますが，政府としても数次にわたる不況対策を講じ，その中で

公共投資や住宅建設投資の拡大に特に留意して参りましたがこれらの対策も皆

様の真のご理解とご努力があって始めて効果が生ずるものであります。

貴協会におかれましても防水業界の社会的役割を強く認識され，省力化，合

理化等により新しい時代の要請に応える近代的建材産業としての体制整備を推

進されるとともに，各種情報の分析と適切な指導に努められ，国民の生活環境

の向上，整備に大きな貢献ができるよう一層努力されることを期待いたしま

す。

おわりに，協会誌の発刊を機に，貴協会が今後益々ご発展されますことを祈

りまして，発刊に当たってのお祝いの言葉といたします。

I
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協会会誌の創刊を祝して

財団法人建材試験センター

理事長

伊藤紳太郎

日本ウレタン防水協会が，このたび会誌を発行されることになりましたこと

は，まことに時宜に適した計画であって，お喜びを申上げると共にその発展を

願う次第であります。

建築における防水問題は，昔から引続いている困難な問題であって，材料と

施工工事とが適切に関連しなければ解決出来ないものであります。なおまた建

築物の部位や形状は極めて複雑であり，防水工事の方式も適材適所に実施され

なければなりません。近来防水工事方式についての新技術，新方式が種々考案

実施されていることは，望ましい進歩の方向にあると考えられます。

ウレタン防水も，これらの新技術の一つであり，その特長については広く注

目されている方式であると思います。

建築技術は，今日革命期を迎えていると申して過言ではないと思います。新

技術および新材料がつぎつぎに市場にあらわれ，また実用化されており ます。

これら新技術，新材料の評価は，物理化学的な試験の結果と実際に建築物に使

用された結果との両方に基づいて次々と改良を重ねて行く上で安定したものに

なって行くと思います。

ウレタ、ノ防水も技術の改良と実証的な施工実例とを，業界内のみならず需要

者や設計者にも広く衆知させることが，極めて有益かつ重要なことと思います。

目下の経済状勢は混沌としており，低成長期とか安定成長期とか言われてい

ますが，何れにしても企業としては先ず守りの経営を固めた上でゆっくりした

成長を考えてゆくことが必要でありましよう。このような困難の時期において

は，業界としては，内外の状勢を見極め共通の認識の上に立って，各企業が相

互に信頼と理解を深めてゆ くことが大切なことと信じます。今回創刊の協会会

誌はこの面においても大きい効果を果すものであることを期待致します。

(3) 



協会会誌のご創刊に寄せて

社団法人 日本建設材料協会

理事長

加藤 幸 雄
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このたび貴協会の会誌として「ウ/タン防水」を創刊されることになりまし

たことを心よりお喜び申し上げます。貴協会はご発足以来，ウレタン塗膜防水

業界の発展とその需要先方面に対する貢献に努められ貴重な業績を積み重ねて

来られました。この時点において事業活動を一段と推進するため，広報活動に

着眼されましたことはまことに時宜を得たことと敬意を表します。

建材業界は一昨年の石油ショック以来，総需要抑制政策の下に建設工事の極

度の減退に当面して低迷，苦境の長い期間を堪えて来ました。漸く本年に入っ

て数次に亘り不況対策が打ち出され，公共事業発注の増勢，住宅建設の促進等

の方針が決定されて来ましたが，その実効が現れてくるのに時を要しているの

が現況であります。しかし，建材の業界は他産業に先立って先行き回復への足

がかりを見出だすことができたといえましよう。ただ，長い沈滞期を経過して

来ただけに回復への期待が大きくなり勝ちですが，かつてのような高度成長へ

の復帰は望み得ず，減速成長，安定成長への路線をこれからの日本経済は歩ん

で行こうとしているだけに，企業経営も業界運営も対応には新らしい決意と姿

勢が必要と考えます。

石油の問題は我が国に大きい爪跡を残し， しかもその余波の鎮まらない今日

において，更に原油価格の値上げが伝えられ，石油製品の価格は今後二重の引

上げも不可避の状態と見られるだけに，これを原料とするウレタン防水業界は

原料コストの面からくる圧力を如何に収拾して行くかが一つの大きい課題にな

つてくるでありましよう。

何れの建材，工法についても云えるこ とですが，ウレタン防水にも他の防水

材料｀工法に比して優れた点が数々ある反面，残された短所もある筈です。今

後の発展のためには長所を一層発揚し，短所を補い，軽減して行く技術開発こ

そ最大の武器になるであろうと推察し，またその達成を望む次第です。申すま

でもなく，貴業界におかれましてはすでに着目されていることでありましよう

し，協会会誌が目指される方向の一つでもあると確信します。

ウレタン塗膜防水業界の着実な今後のご発展を祈って，寄稿のお求めにおこ

たえさせていただきます。

(4) 
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全防連の動向について

全国防水工事業団体連合会

会長

岩崎

近時，建築土木の急速な発展に伴い，それらの防水工法に関しても画期的な発達をもたらしつつ
あります。また，長年に亘るアスファルト防水，モルタル防水に加えて塗膜防水（ウレタン防水），

シート防水，シーリング防水，プレハブ防水等多岐にわたる工事が活発に行なわれ，その発展が期

待されております。
このような情勢にあって，建設省では防水工事業の業種認定（昭47. 1. 18付）を行い労働省では

職業訓練の対象として防水施工科を新設（昭47.4.11付）されました。

都道府県においても，これに伴う職業訓練の実施がす入められ，急速に職業訓練指導員の教育が

行はれることとなりました。さらに防水技能士養成等の問題もあり，これらを契機として，業界に

おける七団体，即ち「全国アスファルト工事業協同組合連合会」「東日本建設防水協同組合」「日本

ウレタソ防水工事業協同組合」 「日本シー リソグ工事業協会」「日本ウレタン防水協会」 「全日本プ

レハブ建築防水協会」「合成高分子、いーフィング懇話会」が， 昭和48年 1月， 七団体職業訓練委員

会を発足させたのでありますc 委員会は東京都のご指導を仰ぎながら多数の職業訓練指導員狼成に

協力いたしました。
また，労働省当局のご指導のもと，これに併行して職訓教科書編纂の準備に入り，編纂小委員会

を設置して先ず「防水施工科教科編成指導要領（専修訓練課程）」作成に協力したのであります。

これら諸活動の戌果を活かし，さらに敏捷，強力な活動を持続するため，各団体の強い要望によっ

て，昭和49年7月24日，「全国防水工事業団体連合会」（略称全防連）設立の運びとなったのであり

ます。
会の目的は，会員の協カ一致によって，防水工事業発展のため必要な共同事業を行ない，もって

所属員の自主的な経済活動を促進し，かつその経済的，社会的地位の向上と建設産業の健全な隆昌

に寄与することであります。これがため，諸官庁及び関係団体その他との連絡協調，職業訓練，技

能検定協力，共同宣伝，調査研究，福利厚生等の事業を行なうことといたしました。当面の重要事

項と して，重点的に取組んでいる問題は次のとおりであります。

1. 教科書作成について
技能者の技能，資質の向上は緊急の問題であります。全防連としては，この課題に対処して，先

ず教科書作成に取組み，各団体から 1名宛委員の参加を得て，教科書編纂委員会を設け，昭和51年

2月末出版を目途に作業を進めております。委員の方々はそれぞれご多端の折にも拘らず熱心にご

協力をいただき，東京工大の工学博士小池迪夫先生のご懇篤なご指導のもと， 目下順調に進展して

おります。ご協力を頂いております皆様に深く感謝申し上げますとともに今後一層のご協力をお願

いするものであります。

2. 技能検定試験基準案の作成
技能検定の目的は，技能者の技能習得意欲を増進させるとともに，技能及び職業訓練の成果に対

する社会一般の評価を高め，労働者の技能と地位の向上を図り，ひいてはわが国産業の発展に寄与

しようとするものであります。全防連としては，昭和51年度後半制定を目途に，労働省当局のご指

導のもと，先ずアスファルト防水技能検定から検討作業を進めております。

3. 支部設置
全防連の支部は，事業の進展とともに全国に逐次設置される予定であります。関西地区において

は，大阪府当局の熱心なご指導と，会員各位の熱心なご協力により，先般関西支部が設置されまし

た。今後その活動に多大の期待を寄せるものであります。

以上全防連の概況につぎ申し述べました。全防連としては，会員相互の理解と信頼の基盤に立っ

て，内部の充実をはかりつつ，着実に歩を進めたい所存であります。会誌「ウレタン防水」発刊に

あたり，貴協会の一層のご発展を祈念し，併せて皆様方の倍旧のご支援，ご協力をお願い申し上げ

る次第であります。 （筆者は三星産業株式会社々長）

(5) 



屋根防水用ウレタンコ‘‘ム系塗膜材

のJIS制定を顧みて

千葉工業大学教授

工学博士

大島久次
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1. はじめに

日本ウレタン防水協会では協会誌を発行され

ることになり，その創刊号に屋根防水用ウレタ

ンゴム系塗膜材のJISを中心とした原稿依頼

を受けた。日本ウレタソ防水協会はJISの制

定に極めて，熱心で．その要望が工業技術院の

認めるところとなり，他の塗膜材メーカーや施

工業者もこれに同調して，建材試験センター内

に屋根防水用塗膜材のJIS原案作成委員会が

発足し，私が委員長となって，ようやく原案が

纏まった。この原案作成委員会に対して日本ウ

レタン防水協会が多大の協力をされたことに対

し深く敬意を表した＜，ここに喜んで御依頼に

応えることとして拙文を呈する次第である。

2- J IS原案取継めまでの経緯

屋根防水用塗膜材のJIS原案の作成につい

て工業技術院から建材試験セソターに依頼があ

り， JIS原案作成委員会が建築学会防水委員

会のメソバーを中心に関係メーカーを含めて構

成され，第 1回本委員会が昭和48年7月16日に

開かれてから，小委員会を含めて審議回数43回，

延約600人を要して約2ケ年の歳月をかけてよ

うやく去る 6月中旬に原案が纏まった。近く，

工業標準専門委員会にかけられ，さらに同建築

部会の議を経て来春には正式に成立することに

なる。

さて，当初は材料と施工の一貫したJISで

ないと塗布防水工法として適切な JISになり

得ないとの見解であったが，諸般の事情から，

下地材の性質，施工精度と，下地材の挙動性と

の関連を十分考慮しながらも，塗膜材としての

材料のみの規格とする方針を建て，原案作成の

ワーキングを進めてきた。

また，塗布防水工法は一般的にみて信頼性が

低いけれども，その施工の簡易性から次第に実

績も増大してきたが，それだけに欠陥も各方面

に生じてきて，そのままに野放しでおく訳にも

いかなくなり， 日本建築学会としては，その適

切な工法の規準化を進める必要性にせまられ，

まず塗膜材のJIS化の成立と併せて JASS

8-5として新しく塗布防水工法のJASS化

を進める方向にあった。ところが日本ウレタソ

防水協会がこれらの機運にさきがけて工法の普

及を促進するためにJIS化を積極的に進める

運動を起し，これに他の塗膜材メーカーや施工

業者も同調して， JIS化運動が一層推進さ

れ，工業技術院も認めざるを得なくなり，建材

試験センター内に原案作成委員会が構成されて

ようやく JIS原案が纏まった次第である。

3.屋根防水用ウレタンゴム系塗膜材の

J IS原案の種類区分と品質について

このJIS原案の適用範囲は，主に鉄筋コン

クリ ート造建築物の屋根防水を目的として塗布

する材料について規定されている。プレフアブ

バネル材などを用いる屋根版上に塗布する工法

の場合は，屋根版の挙動，特にジョイソト部の

挙動に対して適当な絶縁処理を施した上に塗布

(6) 
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し，屋根版の挙動に追随できるだけの伸び特性

を有するかどうか今後の研究すべき問題で残さ

れていると同時に，下地の施工精度とともに果

して施工者が， 1,,-.J 2 11皿厚さ程度の塗膜に対し

て，その塗布厚さを適確にチェックできるかど

うか，さらに都市環境下において，露出防水の

場合に，塗膜の品質劣化の問題を考慮すると，

不安感がない訳ではない。そこで，適用範囲と

しては剛性の大きい鉄筋コンクリート造屋根の

防水を主目標としている訳である。この点につ

いては適材適所にこの JISが適用されるよう

にJASS8-5で厳重に規定するように予定

している。

さて，塗膜材の種類には，主要原料として，

ウレタソゴム系，アクリ Jレゴム系， クロロプレ

ンゴム系，アクリル樹脂系， ゴムアスファルト

系の 5種類の材料に区分していて，これらのう

ちウレタンゴム系が主流をなし，これはイソシ

アネート基を持った化合物を主な原料とする主

剤と，架橋剤，充てん剤などを主な原料とする

硬化剤とよりなる 2成分型の材料で，主として

露出用の 1類と主として非露出用の 2類に区分

されている。なお，ウレタンゴム系の塗膜材の

厚さは2mm以上としている。 1類は露出用であ

るだけに試験の項目条件を厳しくしているが2

類の露出用は，防水押え層を設けるだけに，熱，

紫外線，酸およびアルカリなどを伴う試験項目

条件を緩めてほとんど省略している。ただし，

試験を省略しているからといってそれで満足し

ていいという訳でなく， 1類よりも 2類が品質

的にみて幾分劣るが，非露出用として押え層を

設けていることと現状における品質程度からみ

てやむを得ず，品質試験の条件を緩和している

に過ぎず，近い将来には非露出用と雖も 1類以

上に程度を向上させて頂くことを期待してい

る。

なお， 1類と雖も，試験した材料の10件中2

~3件がこのJIS（原案）規格に不合格であ

った。 2類では12件の試験中 4r.J 5件が不合格

のものがあった。またウレタンゴム系でもター

ルウレタンが比較的よく，カラーウレタンがこ

れに次ぎ，ノンタールウレタンが不合格のもの

が多かった。

JI S原案の品質規定では，当初において，

もっと厳しい規格であったが，品質を綜合的に

判断して，当初案より幾分規格を下げて決定原

案とした次第で，この規格原案に対してさえ不

合格のものは，ただでさえ不信感のある塗膜防

水工法に対して一層不信感を増大させるおそれ

があるので，不合格のものはせめてこの規格値

に合格できるように品質の改善に努めて欲し

い。それでも，ウレタンゴム系のものは他の塗

膜材に比して，一般的にいって，自然環境を想

定した劣化試験において，幾分優れているとい

えるようである。

4.試験方法と規格値（原案）

この規格の品質試験方法の特徴は，所定の枠

材に塗膜材を塗布して，厚さ 2mmの膜材を作り

この膜材について合成高分子ルーフィング CJ
I SA6008)に準じた試験を行なうもので，特

に下地材の挙動に対処して，引張強さと破断時

の伸び率より求める，伸びと復元に要する総変

形エネルギーをポテンシャルとして示す抗張積

を品質試験項目に入れて，あらゆる点を加味し

ながら綜合的に判定していることである。

ここに，ウレタンゴム系防水用塗膜材の品質

の規格値の原案を示すと別表の通りである。

5.むすび

ウレタンゴム系の塗膜材の品質は，メーカー

および施工業者の取扱いによって，かなり品質

の幅があり，このJIS原案に不合格のものが

あるが，少なくともこの規格に合格するよう，

あるいはそれ以上に，改善に努めて欲しい。さ

らに適切な施工法と相侯って益々信頼性の向上

に努めて欲しい。近いうちにJASSS-5の

制定とともに適材適所に用いる工法として，一

層，需要者の信頼性を高めた<,その努力をお

しまないつもりである。

この原案に2年数ヶ月の歳月を要したが，そ

の間，建材試験センターを始め日本ウレタン防

水協会他各方面の協力に対して敬意と感謝の意

を表しておきたい。

(JI S原案作製委員会委員長，

員会委員）

日本工業標準委

(7) 



ウレタンゴム系塗膜材の JIS（原案）品質規格

コ
勺

張

試

引張強さ

kgf/c乱

(N/c乱｝

| ウ レ タ1ソ類コム系 ！ ウレク2ノヽ類コム系
試験時温度ー20℃戸理20匹涙褻値町O-0―靡［一疇2ー。▽浪験叩汀霰以

上300％以下 ！＿上

試験時湿度ー10℃

無処理 I
試験時混度 20℃ 25 {245. 17}以上 I 25 1245. 17)以上

；：力し）処処処：三□三□ロニニ；；ここ以上上
酸処理試験時湿度 20℃

無処理20℃の試験値の80％以上
150％以下

試験時湿度ー20℃| 250以上 250以上

無処理
試験時湿度ー10℃

450以上 450以上

破断時

験 I伸び
劣

試験時温度 20℃ 

率
の 1 試験時温度 60℃ | 

加 熱処理試験時温度 20℃

紫外線処理試験時湿度 20℃

アルカリ処理 試験時温度 20℃

酸 処理試験時湿度 20℃I 300以上
-----' 

無 処 理 1試験時温度 20℃| 300 {2942) 以上 | 300 {2942)以上
試験時混度ー20℃

無処理20℃の試験値の 100％以 無処理20℃て濡し験値の 100％以
上 上

試験時温度ー10℃ -
無処理

試験時温度 20℃ 15 {147. 10)以上 15 {147. 10)以上

試験時混度 60℃無処理20℃の試験値の50％以上

I翫 ｝｝以下 i畠翌 ｝｝以下

いずれの試験片にもひび割れ及び著しい変形を認めないこと

200以上

300以上 300以上

300以上

I 

抗張積
kgf/cm 
{N/cm) I 

引裂強さ

kgf/cm 

{N/cm) 

加熱伸縮率 ％ 

加熱劣

伸び時の劣化 紫外線劣化

オゾン劣化

考一門
厚

化

参

途

300以上 300以上

いずれの試験片にもひび割れ及び著しい変形を認めないこと

いずれの試験片にもひび割れ及び著しい変形を認めないこと
・ •••一・ ，9 9 ■ ,．．. 

主として非露出用主として露出用

さ mm  2 以上 2 以上
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三

ウレタン塗膜防水について

建設省建築研究所

無機材料研究室長

工学博士

大浜嘉彦

建築の防水の世界は，学界にしても，業界にしても

何かとうるさい所であるが， この世界で， ウレタン塗

膜防水材とそのエ法を普及することに努力され，最近

ではこの種の材料に関する JISも制定されるはこび

になったときくが，その努力には頭の下がる思いであ

る。本稿では，わが国で最初にポリウレタンの建築の

利用を叫んだ者の一人と して，その開発の歴史から始

め， 日ごろからウレタン塗膜防水について考えている

ことを述べてみたい。

筆者がポリウレタ‘ノの建築材料への利用研究に着手

したのは，今から約10年前の1964年のことである。当

時建築材料と して使われていた液状レジンにはエポ

キシ樹脂と不飽和ポリエステル樹脂があったが，筆者

はこれらに代替できるか，あるいはまったく新しい建

築用途を見いだせる液状レジンと して，その性質の多

様性を考え，ポリウレタンに注目 して，その開発を思

いついたわけである。ポリウレタンは泡化ウレタンと

非泡化ウレタンに大別されるが， 1960年代前半では前

者のいわゆるフォームと しての開発がほとんどで，後

者の形態での研究，開発は塗料，エラストマーなどの

分野で緒についたばかりであった。 したがって，フォ

ーム以外にポリウレタンの建築材料と しての利用を考

えるとき， 1) 塗膜防水材 2) 弾性ヽ ンーリング材

3) 塗料 4) レジソモルタル（コンクリ ー ト） 5) 

土質安定剤（薬液注入）などがあげられるが，これら

はいずれも非泡化ウレタンの利用であり，そのための

非泡化技術の確立に日夜苦心したことが思い出され

る。しかし，現在では，この当時考えた夢（開発目

標）はすべて実現し，各種の製品が上市されたことは

誠に喜ばしいことである。最初に，ウレタン塗膜防水

材の開発に成功されたのは保土谷化学工業（株）であ

り，筆者の研究室にその製品を持ってこられたのは

1966年秋のことであったが，その後各社で研究，開

発が盛んに行われ，最近ではその出荷量もわが国全体

では25̀000トンを越えたといわれ，その開発状況には

目を見はるものがある。いずれ近いうちに，わが国の

防水工法のうちで，ウレタン塗膜防水の占有割合も20

％を越えるのではなかろうかと筆者は予想しているの

であるが......。

ここで興味ある話を一つ。今年の春，機会あって建

築の防水事情調査のため，沖縄を訪れたが，その時の

調査結果によれば，現在，沖縄における防水工法のシ

ェアを推定すると，次のとおりである。

塗膜防水 30~40%／シー ト防水 40~60%／アス

ファルト防水 10~20% 

このうち，塗膜防水はほとんどがウレタン塗膜防水

であるが，なかには施工後長いもので7, 8年を経過

し，その欠陥があまり見られないものもあり驚いた。

最後にウレタン塗膜防水の材料と工法の問題点と今

後の動向についてまとめてみる。

1) ウレタソ塗膜防水材といってもその品質はピンか

らキリまであるので，できるだけ早急にJISなどに

より規格化され， 市場への安定した品質の製品の供給

が望まれる。

2) 耐候性，耐疲労性などの要因を総括した，長期間

にわたる耐久性がすぐれた製品の開発が望まれる。

3) シート防水とウレタン塗膜防水の併用方式による

新しいメンブレンエ法の開発にも興味がもてる。

4) 施工上からみると，施工者の熟練度にできるだけ

左右されにくい製品とスプレー法よりもさらに進んだ

省力化した施工法および施工機器の開発を進める必要

がある。

5) 先にも述べたように，防水業界というのはまとま

りのなかなかむずかしいところであるが，材料のメ ー

カー と施工業者が真に一体化できるような方策を考え

るべきであり，これによって，材料と施工の問題点を

同時に解決する必要がある。

6) ウレタン塗膜防水の今後の研究開発について，化

学屋と建築屋の謙虚な， うまいコンビネーションが強

く望まれる。

(9) 



塗膜防水の現状と将来

清水建設研究所主任研究員

工学博士

丸一俊雄
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1 はじめに

塗膜防水がわが国へ紹介されてからほぼ20年，そし

て本格的に国内生産されはじめて約10年が経過した。

その間に試行錯誤を繰返しながら活発な技術開発が行

なわれた。とくに昭和44年には日本ウレタン防水協会

が設立され，仕様書の作成など積極的な活動が行なわ

れて，防水業界における塗膜防水の位置を明確にして

きた。近々 JIS （日本工業規格）も制定され， また

JASS8 （日本建築学会建築工事標準仕様書第8章

防水工事）にも包含されることとなろう。

この時点で塗膜防水の長・短所を言々することは

「今さら……」と思われるかもしれないが， 塗膜防水

の将来を知る上で無意味ではなかろう。本稿は現状に

おける塗膜防水の適用範囲を明らかにし，さらに将来

像をスケッチしてみることにする。

2 塗膜防水の適用範囲

塗膜防水の特長は，施工性が他の防水工法に比べて

非常に優れているが，密着工法が主体であり，かつ塗

膜厚さが比較的薄いために，下地のムーブメントに対

して種々の制約を受けることである。このため，塗膜

防水の適用は次の範囲となる。

(1) 歩行用屋根には使用できない。一般に露出のまま

では非歩行屋根に適するが，この場合でも下地ムー

ブメントの大きいものには適さない。小規模なベラ

ンダやバルコ ニーは他の防水では端末の納まりが複

雑で，歩行頻度も少ないから塗膜防水の長所が発揮

できよう。この場合，カラーウレタン系などの塗膜

防水は化粧を兼ねて使用が可能である。しかし，雨

の濡れによる滑りや耐摩耗性に対し注意が必要であ

り，また，補強材の挿入が必要である。

(2) 曲面などの異形屋根への露出防水層として，補強

材を挿入して用いることができる。この場合，ウレ

タン系およびネオプレン系の塗膜防水が適するが，

下地の亀裂に対する配慮が十分でなければならな

い。とくに下地が工場生産品 (PC板， ALC板な

ど）であるとぎは，そのジョイントの処理を充分に

検討する必要がある。

(3) すべての塗膜防水は壁面防水としてとくに化粧を

兼ねて，あるいは化粧材と併用して用いることがで

きる。化粧材としては複層模様吹付材や砂壁状吹付

材が適当である。壁面防水はコンクリートのクラッ

クが避けられない現状から，また一つの建物におい

て屋根面より壁面の方が大きな面積となるために注

目されている。

(4) すべての塗膜防水は下地のムーブメントの小さい

室内防水に適し，とくにウレタン系の塗膜防水はモ

ルタルの接着が良好であるために仕上代の少ない下

地に適している。この室内防水の場合，溶剤型の も

のは施工に際して室内換気を十分にし，火気などに

注意することが必要である。

(5) 地下防水層としては下地の乾燥不十分や換気が不

十分の場合が多いため，膜厚の薄い溶剤型のものは

適当でないが， ゴムアスファルトエマルジョン系の

塗膜防水のように厚膜型 (4mn1以上）で分解剤を併

用した場合には利用できる。この場合，とくに地下

外壁防水層の施工に適している。

(6) 貯水槽の防水でとくに飲料水を貯水する場合に

は，塗膜防水の種類によって適当でないものがある

ため注意する必要がある。貯水槽の防水には水密性

に重点を置き厚膜型のゴムアスファルト系やウレタ

ン系の塗膜防水が適している。

(10) 
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3 塗膜防水の将来像

塗膜防水の将来は 「そのもっている長所を伸ばし，

短所が補なわれるような材料および使い方をどのよう

にするか」の一言に尽きる。したがって，防水の百貨

店として生きるのは得策でないように思われる。どち

らかと言えば専門店としての品位の高い方法で伸びて

ゆくことが良いと考えられる。

以下に塗膜防水に対して建築技術者として望むこと

を列挙し，将来像のスケッチと したい。

(1) ルーフィングとの併用

塗膜防水の最大の短所であるメンプレンの信頼性

を確保するために，従来，補強材と して用いてきた

メッシュとは別にルーフィングとの併用が考えられ

るのではなかろうか。すなわち，合成高分子Iレーフ

ィソグ防水と共存し相互の短所が補なわれて信頼性

の高いメンブレンが得られる と思われる。

(2) 無害なメンブレン

塗膜防水は受水槽などに適用するのにエ法的には

適していることは前述したが，作業環境下で造膜す

る合成高分子系であるために有害物質(?)の遊離な

どの疑問が未解決であり，積極的に採用することが

難しい。飲料水に接しても保険衛生上安全であるこ

とがはっきり した塗膜防水が待たれている。

(3) 建具まわり用塗膜防水

開口部のサッ‘ンやドアなど建具まわりは昔から防

水モルタルを充てんして防水している。 しかし，開

ロ部まわりが漏水事故の筆頭にあるように建築技術

者は頭を痛めている。建具をセット してからモルタ

ルを充てんし，その外側に帯状にメンブレンで防水

することにより ，漏水のほとんどは止められよう。

そのためには材料的には粘度の問題，あるいは仕上

材との関連を技術的に検討する必要がある。

(4) 断熱材との組合せ

建物内の空調に関する省エネルギーの観点から，

断熱性をもつ防水部位が増えており，塗膜防水にお

いてもそれが考えられないだろうか。一部試みられ

ているが，まだ充分なものではなく，とくに断熱防

水層の耐久性に関しては全く手が付けられていな

である。何か（？）新しい反応機構をもつ，すなわ

ち，施工後すみやかに所要のメンプレンを形成する

塗膜防水が考えられないであろうか。

(6) 膜厚・ピンホールの非破壊測定器の開発

塗膜防水の施工でつねに問題となるのが膜厚とピ

ンホールの有無をどのように管理するかである。い

ずれもメンブレンの信頼性の点で重要な項目であり

切取り試験は有効な手段であるが，その後の補修の

問題もあり，現場管理者としてはでぎる限り控えた

い。したがって，非破壊でそれらを測定する測定器

があれば工事管理も容易になり，均ーな膜厚でピソ

ホールのない信頼性の高いメンブレンを得る方向に

進むのではなかろうか。

4 おわりに

以上，塗膜防水の現状と将来について述べてきた

が， 塗膜防水の歴史を顧みるならば，長所ばかりをP

Rしすぎて，自から信頼を欠いてしまったとも言えよ

う。例えば簡単に誰でも施工できることを第一の長所

にかかげてぎたが，それによって安易な施工が行なわ

れて屑水につながることが多かった。防水という工事

は建築の諸工事の中でもっともやっかいなものであり

容易に材料だけで解決することはありえない。したが

って，今後は雨仕舞等を考慮し塗膜防水としての防水

技術に磨きをかけることが必要となろう。

し、
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(5) 施工環境に左右されにくい塗膜防水

現状の塗膜防水は塗布してから硬化するまで細心

の養生を行なう必要がある。また，その間に気候の

変化があるとメンブレンの性能も著しく低下するも

のが多い。 したがって，実験室で得られた諸性能と

大きく異なってしまい信頼を低くしているのも事実

(11) 



原点にある塗膜防水とその展開

元（株）大林組保全課長

小林孝悌

建築坊水工法の原点は，塗膜である。

従来， RC造建築の大部分において使用されてきた

アスファルト防水の主体は，言うまでもなく，ルーフ

ィングではなくて，アスファルトの塗膜である。

ブローソアスファルトに，高温で軟化し，低温で脆

化する性質と，露出すると表面から酸化して凝集する

弱点が無ければ， フエルト及びルーフィングで積層す

る必要が無かったかも知れない。

j
i’
 

アスファルト防水の積層工法は，明らかに塗膜防水 している筈である。

の変形であり，アスファルトの弱点をカバーして，そ また，性状の異なる幾つかの材質・形状の層を，合

の防水性を保持するために欧米に於て長年月間の試行 理的に構成することによって，主防水層の性能を安全

錯誤によって改善され，考案された各種の型式の内の に確保する仕様を工夫するのも一案である。
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一つである。

そして，今日尚，欧米各地に於てアスファルトの材

質，気象条件，使用条件，経済性などによって，その

仕様は異なり，未だに改善・改良が試みられている。

従って，新しい材料を，建築防水に応用する場合に

も，先づ，単体の塗膜工法からスタートするのは当然

であって，それが最終の形であるとは限らない。

防水下地の表面に，塗付又は吹付けて塗膜を形成し

その塗膜が，自己収縮によって亀裂を生じて破断する

ことが無く，充分の耐水性と若干の弾性又は粘性を長

年月間保持し，低温においてもその所要程度の性能を

失わず，通常の高気温下に於てもダレを生じないもの

は，建築防水材料として応用出来る筈であり，その素

材の弱点をカバーする性能の改善と，用途・条件に応

じた構成の工夫とによって，全く新しい工法が開発さ

れるべきものである。

ウレタンが，建築防水材料として登場して数年を経

たけれども，長期的には，漸くスタートしたばかりで

特有の長所と共にその欠点を調査し，それを補う仕様

を検討すべき段階に在ると言うことが出来よう。

1． 厚さの確保

当初より一部の人達から指摘されて来たことでは

有るが， コソクリート下地又はセメントモルタル下地

に対する防水塗膜の厚さは，下地の性状，露出条件な

どによる影響に対抗し，その所要の性能を確保するた

めの保護厚さを，下面及び上面に加算する必要がある。

この保護厚さは，必ずしも同一材質である必要は無

く， コンクリ ート又はセメントモルタル下地に対して

は，むしろ，親水性のものの方が都合のよいこともあ

り，表層に対しては，輻射熱や紫外線に強いものが適

2. 立面に対する施工

アスファルトの熱工法では，塗布後直ちに冷却して

硬化するので，困難ではあるが立面にも可成り厚塗出

来るが，常温型のウレタン防水材は，厚さを確保する

ことが極めて困難である。

これを解決する方法としては，④粘度を高くし，ガ

ラス又は合成繊維のメッシュを塗り込む方法，⑤アス

ベスト・ロックウール・カラスなどの繊維又は合成繊

維を混入する方法，＠熱溶融型のものとする方法，④

シートと併用する方法，④あらかじめ乎板に塗膜した

ものを建込む方法などが考えられ，その検討が必要で

ある。

3. ドレイン回り，及び貫通パイプ

回りに対する工夫

現場に於ける塗布作業によっては，下地面の処理，

塗膜厚の確保が困難なこれらの部分に対しては，あら

かじめ工場で成形された部分を，下地に貼り付け又は

取り付けて，平面の塗膜と支障なく接続出来る製品を

開発する必要がある。

特に，断熱被覆を要する金物類の納まりや，下地の

(12) 
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排気ヽンステムを設ける場合などには， このような製品

が望ま しい。

4. 断熱防水への応用

建物を，その外側で被覆して断熱し，その熱影響に

よる挙動を減少しようとする試みが，我国に於ても，

漸く採用され始めている。

この場合，防水層は，原則として断熱層の上に設け

られるが，防水層に加えられる日光の熱影響は，下に

断熱層が無い場合に比べて， 2割以上の上昇があると

言われて居り，今夏，某研究所に於ける計測の結果，

断熱材上の防水層の表面温度は， 86℃に達し， 80℃を

超える時間が， 2時間近く継続したと記録された。

この条件は，従来，我国に於て用いられて来たアス

ファルト材料を以ては，露出して使用出来ないことを

意味し，高分子材料に於ても，決して容易なことでは

ない筈で，防水層の上に設定すべぎ保護層について，

その構成と材料とを検討する必要がある。

5. 烈風による引剥しに対する検討

また今夏，名古屋地方を襲った台風により，某建物

に施されていた断熱防水層が浮上り，甚しく損傷した。

ここで注目されたのは，その破断が，断熱材として

使用された樹脂高発泡材の母材破断であったことであ

る。

しかし，その一次原因は，上層の防水層と断熱材，

及び下地と断熱材との接着が不完全で，防水層の継目

周辺の剣れ部分から烈風が吹ぎ込み，引き剥しによっ

て損傷したものと判断された。 いづれにせよ，異種材

料を積層する場合，強風地帯に於ては，各層間の接着

のみに依存することは危険であり，物理的な対風措置

を考慮すべぎである。

6. 蓄熱槽への応用

蓄熱槽内に於ては， 70℃前後の湿度が， 24時間継続

することが考えられる。この温度条件下に，可成りの その具体的経過と して， Rプロジェクトチームの編

水圧に抵抗する必要があり，これを満足するためには 成による共同研究開発から，更に進んで異種専門業者

金属板又は無機質板などを積層するか，あるいは，あ の協同 ・統合へ向うか，或は，⑥欧米に見られるよう

｛，つ

ま

を

c
 

らかじめ工場でパネル化又はユニ ット化されたバーツ

を組合せる方法に依らなければならない。この場合の

有効なライニング材と して使用するための，材質 ・構

成・仕様を検討し，開発する必要がある。

7. 材質 ・性能の改善

昨年度，ウレタンゴム系を中心として，アクリルゴ

ム系・クロロプレンゴム系・アクリル樹脂系・ゴムア

スファルト系を加えて，屋根防水用塗膜材の JIS案

が作られた。その性能の規格値は，各研究所に於ける

試験の結果に基くもので，現在市阪の商品の性能に於

ては，可成り高水準のものと受取られている。

この結果で明らかなように，各種の材料中ウレク‘ノ

ゴム系には，特に高度の性能が要求されている。この

事ほ， ウレタンゴム系の材料が，他種の材料に比べて

優れた性能を持ち得ることを裏付けされたのであっ

て，同じJIS合格品でも，それだけ酷しい条件に耐

え得ることが立証されるので，設計上，有利になるの

である。

しかし，防水機構の拡大と展開を期待している使用

者側の立場からは，この水準に留まることは望ましく

なくて，むしろ更に高水準のものが開発され，それに

よって，建築防水の構成を簡略化し，施工を容易に

し，しかも充分に建築の防水性能を保持することが出

来るものが望まれているのである。

8. 防水専業からの脱却

最近，漸く建築工事に於ける各専門工事業者の発展

的統合が論ぜられ始めている。

堀さく・土留 ・運搬などの地下工事，型枠 ・鉄筋 ・

コンクリートなどの艦体工事，石 ・れんが ・タイルな

どの組積工事，左官 ・塗装・吹付などの仕上工事など，

それぞれ密接に関連し，或いは，履々隣接して作業を

行う分野に於て検討されている。この動向は，材料置

場 ・足代 ・調合場などの共用や，作業工程の輻奏，責

任分界の不明確などの不合理を解消するためにも，そ

して，やがて工場生産化への方向に移行するために

も，必然的過程であると思われる。

建築に於ける防水性能の確保は，単に，防水工事に

依存すべきものではなくて，屋根，外装及び内装の各

構成に於て，その防水的弱点を補うものである以上，

その下地から仕上までの一貫性，統合性が期待される

当然の理由が存在すると考えられる。

な部位別の設計監理業者が出現して，統合・監理する

形態へ移行するか，⑤綜合材料メ ーカー又は販売会社

が，一連の材料を生産 ・販売して各専門業者を所属さ

せ，工事部門まで範囲を拡大するか，その何れにせ

ょ，従来の防水専業を脱却して， 下地処理，防湿，断

熱，防水，保護仕上までの一連の工事が，一貫して円

滑に計画・施工される方向への技術的展開が期待され

るのである。

(13) 



ウレタン塗膜防水の

現状と問題点

鹿島建設（株） 技術研究所

研究員

岩井孝次

1 はじめに

鉄筋コ ンク リート造建築物の屋根には必ず何らかの

防水層を施工するのが一般であるが， コンクリートは

本来は水を通しにくい性質をもっているのである。東

京工業大学の小池博士の計算によっても，屋上の場合

1時間に 1面当りわずか 1._8,...,_,36 x 10-3ccしか透水し

ないことになる。注1) しかしコソクリートには必ずと

いってよい程クラ ックが発生するものである。防水上

問題となるクラックの幅は0.05mm以上である注2)が，

現実の鉄筋コンクリート造建築物の屋根スラブにはそ

れ以上のクラ ックが発生するものであり，したがって，

屋根には防水層が必要なのである。

ところが，漏水事故原因の 1つに防水層の破断があ

げられることがあな特に塗膜防水の場合，下地クラ

ックに追従しぎれないで破断した例が多い。下地クラ

ックといっても，防水施工前に発生していたり発生個

所を予め推定できる場合のクラ ックは比較的簡単に対

処でぎるが，発生個所が予想できずに防水施工後に出

るクラ ックは問題となる。防水層の下地クラック追従

性とは，後者を対象としているのである。

したがって，防水層の優劣を判断するには，まず第

ーに下地クラ ック追従性をとりあげることが賢明であ

ろう。紫外線・オゾ‘ノ・熱・酸・アルカリ等の劣化要

因に対してほ，下地クラック追従性と組み合わせて考

えればよいことである。

2. 塗膜防水の種類と特徴

屋上防水工法を分類すると表ー1に示すようになる

が，一般に塗膜防水と呼ばれているのは⑪⑫⑮⑯⑰で

ある。

塗膜防水材料としてこれまでに出現したのは，酢酸

ビニール樹脂系，エポキヽン樹脂系， アクリル樹脂系，

クロロ プレソゴム系， ウレタンゴム系，アクリルゴム

系およびゴムアスファルト系であるが，特にウレタ ン

ゴム系材料はエラストマー (elasticpolymerの意）

であり，比較的施工性も良好でかつ安価であることか

ら，近年急激に使用量が増加している。

ここで塗膜防水に関する一般的な特徴を，アスファ

ルト防水およびヽンート防水と比較しながら述べる。

(1) 長所

a)常湿で施工できるため，火気による危険（火傷

および火災の危険）がない。

b)アスファルト防水のように何層も積層する工法

でないため，作業が簡単である。また，複雑な個所

にも施工でき，特に端末部の納まりが容易である。

c)、ンート防水は一層防水であるため，ジョイント

の欠陥が即漏水に関係するが，塗膜防水は原則とし

て2層以上塗り重ね，しかも継ぎ目がない。

d)密着工法が原則であるため，風の吸引力による

防水層の剥離の心配がない。

e)露出・密着工法が原則であるため，万一漏水事

故が生じても淵水個所の発見が容易であり，また補

修も簡単にできる。

f)アスファルトに比べ，伸び・耐候性および湿度

特性等がすぐれる。

g)自由な着色が可能であり，外壁防水にも使用で

きる。

(2) 短所

a)防水層としては厚さが薄く，損傷をうけやすい。

b)均ーな厚さを確保するためには，高精度の平滑

下地が要求される。

C)溶剤型の塗膜防水材の場合には，中毒および引

火の危険があるため，地下および室内における施工

に際しては特に換気に注意を要する。

d)＝マルシ ョン型の塗膜防水材の場合には，低温

時の施工および降雨の影響を特に考慮しなければな

らない。

(14) 



e) 2成分型塗膜防水材の場合には，計量および混

合撹拌に十分注意しないと，未硬化になる恐れがあ

る。

f)吹付施工をするタイ プの材料の場合には，風な

どにより飛散しないよう十分な養生が必要となる。

g)防水材としての伸び能力を過大評価すると，下

地のクラックにより防水層が破断することがある。

h)防水層内に空気を抱ぎ込み断面欠損を生じやす
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3. ウレタン塗膜防水材の物性

ウレタ‘ノゴム系塗膜防水材は，防水施工の現場には

主剤と硬化剤が一対になった単位で入荷されるが，防

水層が出来上るまでの過程におけるそれらの位置付け

を行なうと，図ー1に示すとおりである。

なお， 同図の⑥硬化剤に混入されている⑤添加物の

違いにより，タールウレタ‘ノ（添加物：コールタール）

ノソタールウレタンまたはカンボンウレタン（カ ーボ

ソブラック）およびカラーウレタン（顔料および炭酸

カルジウム粉など）の 3種類に分類されて呼ばれてい

るのが通例であるので，以下それらの分類に従うこと

にする。ピュアウレタ‘ノという言葉を耳にすることが

あるが，防水材料として添加物のないビュアウレタン／

を使用することは決して有り得ないので， ここで改め

て注意をしておきたい。

以下，筆者が行なった実験データ注3)を基にして，

ゥレタソ塗膜防水材の物性に関する問題点を取り上げ

てみたい。

試験体としては，表ー 2に示すとおりタール系 6銘

柄，ノソタ ール系 3銘柄およびカラ ー系 5銘柄の計8

社14銘柄を選定した。

実験は，施工性に関係する硬化前の塗膜の物性，硬

化したジー ト状皮膜の物性および防水層の性能に関係

する下地に塗布した皮膜の物性の 3項目に分けて検討

した。

(1) 硬化前の塗膜の物性

主剤と硬化剤とを混合撹拌したウレタン溶液が硬化

するまでの性状は，塗布作業の能率等に影響を与える

と考えられる。そこでセルフレベリング性（セルフレ

ベリング可能時間）をとりあげた。

石綿スレー ト乎板の上に，内法2X 150 X 300mmのポ

リニチレン製型枠をセッ トし，混合撹拌した溶液を型

枠内に流し込み，厚さが均ーになるように金べらで平

らに均し，その表面を直径 3mmのガラス棒で引掻いて

跡目を描ぎ，この跡目が消失するまでの時間を測定し

た。 24時間経過しても跡目が消失しない場合には，そ

の試料はセルフレベリング性が無くなったものと判定

した。引掻ぎは 2液混合後， 10,20, 30, 45, 60, 90 

および120分とし，撹拌は溶液100gをポリエチレン製

ビーカー内でガラス棒を用い 3分間行なった。

実験結果を図ー 2に示す。

この結果，

a)タール系はセルフレベリング性がなく， ノンタ

ール系およびカラー系は良好なセルフレベリング性

を有している。

b)施工時の湿湿度，特に温度の影響をうけやすい，

ことがわかった。

実際の施工において，タール系ウレタン塗膜防水材

の場合はトルオールやキシロールを用いて稀釈してい

るが，これは施工性を良くするためであることがこの

実験結果からも説明がつく。しかし，あまり施工性に

重点を置いて稀釈率を上げ，物性を悪くしないよう十

分管理することが必要である。

(2) 硬化したシート状皮膜の物性

メーカーに製作して頂いたシート状のウレクン皮膜

(2 X 300 X 300IIllll)を約 1カ月間室内静置後，基本的

物性を知るために，引張試験・引裂試験・加熱収縮試

験および屋外曝露を行なった。試験方法は主と して

「JISびA6008 合成高分子ルーフィング」に準じ

た。

無処理・試験時湿度20℃の引張試験を図ー 3に示

す。この結果を後述の JIS原案の品質規定で合否を

判定すると， 14銘柄のうち 6銘柄 (No.4, 5, 6, 

10, 11, 12) も不合格となることがわかった。特にタ

ール系およびカラー系に問題がある。

加熱処理温度と引張強さの関係を図ー 4に示す。こ

の図より，短時間 (1週間程度）であればタール系は

100℃ノンタール系は60℃，カラー系は100℃の温度に

耐えられることがわかった。また，別の実験によると

80℃程度ならばタール系およびカラ ー系は長時間耐え

て引張強さは低下しないということもわかった。

引裂試験の結果は，引張試験結果と殆んど同じ煩向

を示した。

加熱収縮試験は，シート状皮膜から 30X 300mmの試

験片を切り取り， 80℃に保ったギャー式老化試験器内

に， 24,72, 168および672時間静置後，室内静置によ

り冷却してから老化前の長さと比較した。試験結果を

図ー 5に示す。

加熱収縮率は，防水塗膜が下地に十分接着拘束され

ている場合はあまり防水性能には関係がないが，高含

水率の下地に施工したり，界面にレイタンス・塵埃．

油脂類が存在するような不十分な下地処理施工で十分

な接着力が得られていない場合には，防水層は自由収

縮に近い状態となり，端末部においては剥離，一般部

においては内部応力と して，引張力が発生することが

予想される。ウレタン皮膜に一定の引張を与えたまま

屋外曝露すると破断することも後述の如く確認されて

いるので，収縮率の大きな材質のものは好ま しくない。

以上の考えのもとに加熱収縮率のデータをみると，

傾向として小さいもの（ノンタール系およびカラー系

(15) 



の一部）と，大きいもの（タール系およびカラー系の

一部）とにはっきり大別できる。タール系は加熱収縮

率が大きい値を示し問題となる。この原因はコールタ

ール中の揮発成分の影響と考えられることは，図ー 6

の重量減少率と加熱収縮率との関係からも明らかであ

る。

屋外曝露試検は，あらかじめ一定の引張を与えたま

ま屋外に曝露し，経時変化を観察する実験と，引張は

与えないで曝露し，定期的に引張試験を実施し物性の

変化を追求する実験の 2通りと した。

前者の実験により，引張られた状態で大気にさらさ

れると，オゾ‘ノや紫外線の影響で破断されやすく，ま

たその傾向は引張率の大ぎい方が高いことがわかっ

た。系統別にみるとカラ ー系が最も悪く，露出防水工

法にしか使用する意味がない材料であるのに最も悪い

のは問題である。タール系とノンタール系は優劣がつ

け難いが，タール系は外観上の欠陥が生ずると比較的

早期に破断につながるが， ノンタール系は欠陥が現わ

れてもなかなか破断に至らないのが，両者の違いであ

ろう。引張率と破断までの期間の関係の一例を図ー 6

に示す。

後者は曝露 2年経過しても引張強さおよび破断時の

伸びの変化は，ほとんど認められなかったので，ここ

では省略する。

(3) 下地に塗布した皮膜の物性

図ー 7に示すように，石綿スレート平板下地にウレ

タソ溶液をメーカー標準仕様に基づき塗布したものを

試険片とし（各メーカーに製作してもらったもの），図

-8に示すように下地にクラックを発生させ，以下の

実験を行なった。

下地板を図ー 8に示す方向に単純に 10mm／分の速度

で引張った。下地クラック幅の増大に伴なう皮膜の伸

び率分布を図ー 9に，皮膜が破断した時点と下地クラ

ック幅の関係を図ー10に示す。この種の単純引張に対

し，どの程度のクラック幅まで追従できればよいのか

の判定基準がないが，傾向と してはノンタール系が良

好であることがわかる。クラックが発生した初期に防

水層が破断するかどうかは，皮膜の引張強さ・伸び率

および下地との接着強さのベラソスが良好であるかど

うかで決まることである。

図ー 9より皮膜にかかる最大伸び率を読み取れる

が，この最大伸び率と皮膜本来の伸び能力（図ー 3参

照）を比較し，仮に安全率と名付けてまとめると表一

3の如くなる。この表ー3と図ー10を照らし合わせる

と，ほぼ同じ傾向にあることがわかる。即ち安全率が

4以上あれば追従性が良好であると判定できる（例外

No.3および No.11)。

ommから 3mmの間を 1回／分の割合で挙動する繰返

し試険機に，下地板を取付け疲労劣化性状を求めた。

結果を図ー11に示す力もこの図より，

(a) タール系ならびにノンタール系は繰返し挙動に

対し，比較的良好に追従するが，カラー系は早期に

破断するる。

(b) 加熱処理の影響を受けるものは少ないが，紫外

線の影響を受けるものは比較的多い。特にカラー手

は初期に破断する。

(c) 保護塗料の効果はノンタール系においては明ら

かである。即ち保護塗料の無い試験片にはふくれや

ひびわれが発生している。

などが判明した。

下地クラック幅を 3mmに保つことのでぎる治具に試

料を固定し，屋外に曝露し経時変化を観察した。観察

結果を図ー12に示す。

この実験により，タール系の No.2およびカラー系

のNo.10, 11, 12が下地クラックに対して弱いことが

わかった。また No.2についてはナイロンクロスを芯

材にしたものも並行して実験したが欠陥は発生せず，

補強効果が十分認められたことから，下地クラックに

対し追従性が良好でないものについては布などで補強

すればよいことがわかった。

保護塗料の効果としてほ， No.2については認めら

れた（但し，わずか 5カ月寿命が廷びただけであるが）

が， 他については不明である。 また， No. 5および

No.6の保護塗料の如く防水層としては下地クラック

に追従性が良好でも，塗料にひびわれが認められるも

のは好ま しくない。保護塗料の性能としては，耐候性

が良好である他に伸び性能があり，伸ばされた状態で

も耐候性のすぐれるものが望ましい。

以上，ウレタン塗膜防水材の物性について概略述べ

たが，これらの結果から適用範囲を考えると，タール

系は十分乾燥した中規模程度以下の屋上に露出工法で

ノンタール系は太陽の直射が当らないような室内防水

に使用可能であり，カラー系は現時点では良好なもの

はないので注意を要する。ただし最近ではノンタール

系塗膜防水層の上にカラー系防水材を塗り重ね仕上げ

している例があるが，これらは屋上およびベランダ等

の露出防水で軽歩行用にも使えると考えられる。

また防水層中には，長繊維不織布などの補強材を挿

入することも耐下地クラック性には有効な工法であろ

う。

4. 塗膜防水材に関する JIS 

塗膜防水は，シート防水と異なり，継ぎ目が無くし

かも比較的容易に施工でぎる特長がある反面，材種は

多種多様であり，品質もまちまちである。また，標準

膜厚は防水性能上求められた厚さではなく，他の防水

の価格とバランスをとることから算出された厚さであ

るため，防水層と しての信頼性が確立されていない。

しかし現実には，施工性がよいためにかなり使われて

いるので，規格がない状態のままに放置しておくわけ

(16) 
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にはいかない情勢になってきた。

そこで，塗膜防水特にウレタン系塗膜防水の業界，

ユーザーおよび学識経験者等が中心になって， JI S 

の原案を作成していたが，先般の報道の如くその作成

作業が終了した。

屋根用の塗膜防水材というとウレタン系が大部分で

あり， 他の系の防水材は屋根よりも外壁にあるいは

屋根補修に使用されているのが現状である。塗膜防水

材の JISも，当初はこうした現実をふまえてウレタ

ソ系に限定しようとしたが，他の系の防水材メーカー

からの要望もありそれらも組み入れることにした。

ここでは， J IS原案の概要を紹介・解説する。

(1) タイトル ：「屋根防水用塗膜材」となってはいる

が， 後述の如く必ずしも屋根防水用として適している

とは限らない種類も含まれているので注意を要する。

(2) 適用範囲：この規格は，現場打ちRC造建築物の

屋根を対象にし，塗布することにより防水層を形成す

る材料についての規格である。したがって，プレハブ

造建築物の屋根とか一般の外壁は対象外であるので，

それぞれのケースに応じて建築家が考えるという建前

である。

(3) 種類：ウレタソゴム系 （ミリオネート SA，ダイ

フレック ス，ベルウレックス，バラックス，ディック

ウレタ ‘/， ARウレタン等）， アクリルゴム系（アロ

ソコー ト）， クロロプレンゴム系 (NS防水， サンダ

イソ防水）， アクリル樹脂系（ゴーレックスEC,A 

Rペ トロック），ゴムアスファルト系CJs Rハルコー
ト，プレノ テクト）の 5種類に分類されている。（）内

に例示した商品名をみてもわかるように，かつては屋

根防水用に使われたが，現在は外壁防水の方が適して

いると評価されているものもある。アクリル樹脂系お

よびク ロロプレンゴム系はその良い例である。

(4) 品質：当 JIS原案に規定されている品質を表一

4に示す。項目中にこれまでの防水材関連規格には無

かった「抗張積」というのがある。これは引張強さと

破断までの標線間の伸び量との積から算出するもので

あり，引張強さおよび破断時の伸び率をともにぎりぎ

りで合格するような品質設計を防止する意図のもと

に，生まれた項目である。

ユーザー側にとり，材種は何であってもよく一定の

防水性能さえ JISにより保証されていればよいわけ

であるが，その防水性能を規格化することは現時点で

は非常に困難である。また，当初の方針では塗布して

防水層が形成されるのであるから，特に下地を考慮し

た項目も組み込もうということであったが，やはり時

期尚早ということで見送られてしまった。そのために

今回の JIS原案では，シート防水材の規格と同様に

種類毎に独立して規格値を決めただけになってしまっ

た。

したがって， 将来JIS認定の塗膜防水材が多数出

回ると思われるが，どの種類の防水材でも同じ防水性

能をもつという意味ではないので，その点誤解のない

よう取扱いに際しては十分考慮して欲しい。筆者個人

としては，屋根防水には当分の間は露出工法にウレタ

ンゴム系だけを限定使用とした方が良いと考えてい

る。

なお，参考欄は規格上は何の拘束も受けない取り扱

いとなる。しかし試験項目および方法には用途を織り

込んであるので，ユーザーとしてはむしろこの用途に

重点を置くことが良策であろう。

5. む す び

以上，塗膜防水材特に主流を占めるウレタンゴム系

塗膜防水材の現状および材質上の問題点を挙げるとと

もに，先般作成された JIS原案について解説した。

J ISに関しては本文中にも指摘した如く問題点もあ

るが，今後の防水界の発展のための第一段階であるこ

とを考え併せると，高く評価してもよいのではないだ

ろうか。材質上各メーカーがばらばらの考えで開発し

ていたのが，これからは目標値ができたために足並み

が揃い，あとは施工体制・施工技術の問題に関心が移

るであろう。

したがって，次の第二段階としては，JASS 8 

防水工事に塗膜防水工事の節を新しく起こすことであ

ろう。その際には適用部位，最小塗膜厚さなどが討議

の的になろう。筆者も業界の発展の為に少しでも役に

立ちた＜協力を惜しまないつもりである。

最後に，本文が少しでも読者の参考になれば幸いで

ある。

＊参考文献

注1)小池：建築メンブレン防水材料編

注2)仕入：材料と設計 VOL. 9 No. 8 P. 36 

注3)岩井，中山：ウレタン系塗膜防水材料の物性につ

いて鹿島建設技術研究所年報第22号
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図一 12 下地クラック幅 3mm固定屋外曝露の結果
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本 社〒534大阪市都島区友渕町 1丁目 3番 80号

TEL 06-921-1231的

防水事業部〒550大阪市西区江戸堀上通 I丁目 25番地
TEL 06-441-8241的

東京支店〒141 東京都品川区西五反田 7丁目 22番 17号
T E L 03-494-2741囮

名古屋支店〒450名古歴市中村区泥江町 3丁目 5番地
TEL 052-581-1271囮



欧州建築防水技術調査団

に参加して

（株）A・R・センター

工法研究所所長

小中秀麿

私は昨年，海外防水技術調査研究会および新樹社主

催，第 1回欧州建築防水技術調査団に参加する機会に

恵まれた。小林孝悌団長以下一行12名，約20日間にわ

たり，アムステルダムを皮切りにロッテルダム，デュ

ッセルドルフ，ケルン， ボン， ミュンヘン， ロンド

ン，パリ，コペンハーゲンと主要都市を歴訪し，建築

防水というのぞき穴を通してヨーロッパ文明に触れ，

貴重な体験を得た。

われわれは一行を 4班に編成して取材に当り，帰国

後各都市ごとにレボートをまとめあげた。これは私の

班の担当のパリについての拙い報告であり，到底読者

を満足させるものでないことをおことわりする。

花の都・パリ

われわれ一行がオランダ， ドイツ，イギリスの各主

， 要都市の探索を終えて，パリ郊外オルリー空港に降り

し 立ったのは 6月29日（土）の夕刻であった。夕映えの高

速道路を経て，ローマ区の欧州横縦断鉄道の線路を眼

下に望む中級クラスのシヤンプレンホテルに投宿，タ

食をとるのももどかしく，三三五五連れだってモンマ

ルトル周辺を散策し， 「パリ， トレ・ビアン！」の実

感をわかちあった。

翌日は日旺日で， 1行朝から観光バスに乗り込み，
モンマルトル丘のサクレクール寺院を手始めにムーラ

ンルーヂユ界隈，オペラ座，＝リーゼ宮殿，シヤンゼ

リゼー通りを上ってエトワール凱旋門，セーヌ川中島

、ンテ島のノートルダム寺院，サント、ンヤペル教会，ボ

ンヌフ橋，パンテオン， リュクサンプール公薗，アン

バリッド，チュイルリ公園，さてはカルダンやランバ

ンの高級品店のあるサントノレ通り，ェッフニル塔に

シャイヨ一宮の大噴水とおさだまりのコースを目一杯

に走り観て廻って一日は終り。どの通りへ出ても古い

由緒ある石造の，耽美的な彫刻に飾られた建造物，記

念物が群れをなしており，市街全体がヨーロッパ建築

の粋を集めた展示広場の感じである。 い 、

緑したたる広々とした公園，石だたみに歴史がしみ

こんだ広場，ゆとりのある遊歩道と並木通り，～それに

市条令によってセンタク物は表通りに干してはならぬ

という美観への配慮によって，街はいよいよ磨きがか

けられている。

もう 10年もパリに住みついているというひげの日本

人ガイドAさんの説によると，パリに限らずヨーロッ

パ各都市の石造建築は，一つは地震のないせい，一つ

は地中のどこを堀っても豊富な石灰岩が出ること，そ

れに建造物へ実に息の長い情熱を傾注する民族精神に

よって発達したのだと。このひげのガイドさん，なか

なかの学者で，日本の木造建築は耐震構造への絶ゆま

ぬ創意工夫の成果であると。日本湮に古くからの米作

りの伝統と火山灰地帯の水との結合であり，フランス

のぶどう酒やスコットランドのウイスキーは，これら

果実や穀類作りの伝統と石灰岩地帯の水との結合であ

り，いずれも自然発生的な産物であることを喝破して

のけた。

また，積み上げて天に至るカトリック寺院建築の石

材と石材の接合には， しっくい， セメソト出現以前

ほ．羊の生革などが用いられ，ゼラチン化して接着剤

の役割を果したこと，話はさらにゴンック建築とロマ

ネスク建築の二大建築源流原論を説き起こし，ノート

ルダム寺院の尖塔から屋根へ，屋根から軒先へ，最後

ほ軒先に設けられた動物の飾り彫刻の体内を経て口先

へと誘導されてくる素晴しい雨水の集排水計画，つま

り， Iレーフト‘｀レイン機構に対するアイデア賛美論まで

とび出し，われわれのいたく感嘆するところとなった。

パリが北緯48°52'，樺太の南部に位置しながら冬の

一時期をのぞいてその割に温和である理由は，アフリ

カのサハラ大砂漠の上空から暖気流が北上してヨーロ

ッパ一帯を包み，一方巨大なメキヽンコ湾流が絶えず南

北欧海岸に流れ寄せて地中海が蓄熱槽の作用をもたら

すためだ，などこの人の文化人類学，比較文明論的な

うん蓄はとどまるところを知らず，お蔭でこちらはガ．

イドブックには載っていない実地学習のチヤンスを得 ‘」

た。

パリ首都圏はフランス全土の 2.4％を占めるにすぎ

ないが，人口は約800万人で全人口の20％が集中し，
東京23区の 2倍以上の人口密度，したがって住みやす

き花のパリは古き良き時代の話，車公害，都市汚染，河，

川汚濁などさまざまな都市公害が拡散し，ことに地方

や国外からの人口流入による住宅事情が悪化して，京

(26) 
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ノートル・ダム寺院
美しい屋根とその雨水

の集排水機構のすばら

しさ

ラ・デファンス
都市再開発地域の一つ

でゾーソAオフィス街

都，奈良的な古都保存策と都市再開発計画とのジレン／

マが到るところに見られた。とはいったものの隅田川

の汚れほどセーヌ川は汚れておらず，車洪水にもかか

わらずパリの空は東京の空と異って毎日青天井である

のは，近郊に大工場群が接しておらず，地味豊かな麦畠

やぶどう畑が都市の続ぎに広がっているせいであろう

したがってパリ首都囲の都市政策は，①住宅供給を

計画的に推進する，②ベリ首都圏への人口，産業の集

中を排除し，．地方へ分散させる，③バリ旧市内（人口

約260万人）に残存するスラム密集街を取り毀し，再

開発を積極的に推進する， ことを主眼として編成して

いる。われわれ一行が主として見学したのも，これら

一連の再開発地区のうち，フローニュの森を越えた北

西部のラ ・・デファ‘ノス，旧市内のフロソドセーヌおよ

びオリンピアードの 3地区であった。

パリ市の特色

以下，パリ市の特色といったものを憶え書ぎにまと

めてみた。

1) 前述のようにパリ市は面積 105国人口約260万人

に対し，バリ首都圏は， 1.500直，約 800万人である。

2) パリ市はフランスの首都で政治，文化，学術，芸

術，経済，交通の中心。きわめて中央集枢的な色彩を

帯び，高度に開花した文化の世界的中心で，多くの文

化遺産を保存し，フアッツヨンからシヤンソンまで世

界の流行の尖端を産み出し続けている。

3) 市の中心に沿って旧市街を南北に二分するセーヌ

川両岸と，到るところに拡がる無数の広場はそのまま

歴史的な博覧会場であり，マロニエとプラタナスの並

木路とともに多数の公園や緑地帯の豊かな配置は世界

に比肩すべきものがなく，市街全体が美術館でありプ

ロムナードである。わが東京で公園はとにかく広場と

名付けて値するのは皇居前広場ぐらいのものである。

わが国で広場が出現しなかった理由はなんであろうか

4) 現在のバリ市の外郭はナポレオン 3世時代 (1800

年代の前半）にほぼ完成された。そのきわめて近代的な

都市計画は現代でも賞賛に値する。現在，スラム化し

た地区の再開発を図ると同時に，マレー地区に見られ

る17~18世紀の王候貴族たちの屋敷を修復し，王朝時

代そのままに町全体を再建しようという計画も一方で

行われている。わが国の明治村を元の町の中でそのま

ま再現しているのである。江戸時代の武家家敷町や浪

速の豪商邸宅町をある区画で，そのまま保存されてい

たとしたら実に興味深いものと思う。

5) パリは世界一の観光都市であり，毎年 1,000万人

以上の観光客を迎えるが，なかでも最近はわが同胞の

進出がめざましく，ストレートな日本語による客寄せ

など一部には日本人ずれの領向も目立った。交通面で

は大陸横縦断の国際鉄道や地下鉄網も四通八達し，わ

れわれも地下鉄駅の乗替え（コレスポンダンスとい

う）要領を漸くマスターしたころパリを離れることに

なった。旧市内には首都高速道路のようなハイエウイ

は全くなく，放射線状に伸びた市街道路も日中はもち

ろん夜中の3~4時まで車の洪水であった。

6) パリの下水道はビクトル・ユーゴーの小説「レ・

ミゼラプル」でも知られている通り，歴史的に有名

で，上水道は飲用水と防火，道路清掃用に分れてい

る。早朝，石だたみの坂道向けて噴水口から放水され

た水が，一斉は前夜の歓楽のゴミくずをきれいに洗い

流す様はまさに壮観であった。

7) 明治のはじめ政治制度のモデルとしてフランスを

視察した岩倉具視は， 「仏国人ハ人心ノ協和ヲ保ツコ

卜難ク，八十年ノ間国制六タヒ改マリ……云々」と，

パリ・コンミューンの自由民権運動が日本に輸入され

ることを恐れた報告をした。政治制度はとにかく，都

市づくり，住宅づくりについては，ぜひとも輸入して

もらいたいものであった。今日なお，土地の買占め，

売り＇［昔しみや，公団住宅の順番待ち，土地付公営分譲

住宅の何千分の一の抽選会などみられるのは，都市計

画に対する長期的ビジョンの脱落であり，政治の貧困

そのものでなくてなんといえよう。

げにパリはそれ自体一つの歴史博物館であり， 「一

つの街角を曲がり，一つの橋を渡るたびに歴史がそこ

に展開する。」（ゲーテ）歴史的遺跡の無限の宝庫であ

るとともに，市民が働き，市民が憩う，現代の生き生

きと活動し変貌してゆく町そのものであった。

（つづく）
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U-6000・U-7000 
u-100 • u-200 

.. ・. 

《梧票準叶士樟い 露出工法(RC工法ー一非歩行防水）

①防水層（二層目）

②防水層（クロス入り一層目） ③ピニロンクロス

④プライマー ⑤均しモルタル⑥謳体モルタル

2
,
 

④
 
⑤
 

ハマタイトウレタン防水材は、ポリウレタンゴムを基材とした二成分系の液状塗布防水材です。

二液を混合、塗布するだけで常温で硬化し、耐候性・耐薬品l生・耐水性のすぐれた強靱なコム弾

・性シートになります。また、独得の下地との低接着工法を採用し、更にピニロンクロスを挟入す

ることにより、下地亀裂に対する追随性は抜群であり、苛酷な条件にも充分耐えうる防水材です。

三 防水材 防水材 プライマー プライマー
U -6000 U -7000 U-100  U-200  

防水層を形成する液状ポリウレタンニ液型で、 コンクリート、モルタ 下地亀裂発生時防水層
特 性 常温硬化により酎久性があるゴム弾性シートとなるc ル、木材等に接着性を の密着力を低下させる

与えるプライマー。 低接着用プライマー。

傾斜面 ・JI.J::.り面i 平担面・塗布用 防水層端末部、ドレンパ U -100以外の部分に
用 途

塗（布パ用テ状）
イプ回り等に塗布する。 塗布する。

（液状）

~YOKOBA麗A
■お問い合わせ先ー一横浜ゴム株式会社工業品事業部 東京都港区新橋5-36-11 〒105TEL03(432) 7111 
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ウレタンについて

［武田薬品工業（株）東京化学品2課

川村寛

このたび，ウレタン防水に関する当協会の機関

誌が発行される運びとなり，原料部会員一同，こ

の機関誌が会員は勿論のこと，学界，業界のあら

ゆる方々に広く読まれ愛されることを心から切望

する次第であります。

いまさらウレタ‘ノの紹介でもありませんが，創

刊号ということで簡単にさせていただきます。

ウレタンとは， 化学式で—NHCOOーで表わさ

れる ウレクン結合を含む化合物で1849年に Wury

によ って発見されたものですが，これを高分子化

合物として得ましたのは，約90年も後の1937年ド

イツの OffoBayerであります。

この高分子化合物ボリ ウレタンが今日のポリウ

レタソ工業の出発点になっています。

ポリウレタンはこの様に歴史的には比較的に新

しいものですが開発された当初はあらゆる可能性

を秘めた高分子ともいわれ今でもまだ発展途上の

ものであります。

ある人はウレタ‘ハま扇の要だといわれましたが，

まさしく八方末広がりの感がいたします。

．代表的応用分野を列記しますと

ウレタ‘ノフォーム分野

寝具，家具，マットレス， 自動車ヽンート等ク

ッショ ン材， ‘冷蔵庫，タンク，パイプ等の保

温保冷材．紳士・婦人靴の底材，民芸品等の

合成木材。

ウレタ ン塗料分野

車輛航空機アルミサッシ，屋根瓦，ェナ

メル電線等の塗装。

合成皮革分野

カバン，袋物，衣料，靴等。

エラス トマー分野

製鉄，製紙， 印刷等のロールソリッドタイヤ

機械部品，耐磨耗ライニング材等。

ウレタ ン土木建材分野

防水材，シーリ ング材，床材，壁材，弾性舗

装材（グラソド材），グラウ ト等。

ウレタ 汀単性繊維（スパンデ ック ス）分野

ファンデーシ ョン，クツ下，スポー ツウニア

ー等。

接着剤分野

食品包装フイルム， PVCの接着等，織物の

接着，靴底の接着等。

以上主だったものを挙げましたが，，この他にも

(29) 

多方面に使われています。

ボリウレタンの一般的な特長は耐久性，耐候性，

耐寒性，柔軟性，耐摩耗性，耐薬品性，機械的強

度弾性，作業性等すぐれていることであります。

これ等用途，特長はすべて同一原料から得られ

るものではなく，性能，価格等をにらみ合せて多

種類のウレタン原料からそれぞれ選ばれ組合わさ

れたものです。ここにウレタンの難かしさと多面

的な可能性，面白さが存在します。

国内でウレタンが建材分野に実用化されだしま

したのは昭和40年頃からだと思いますが，当初耐

候性試験機（ウエザオメーター）のデータ位を頼

りに防水業界の専門家を訪問しましたところ，こ

の様な促進試験機のデータは全く当に出来ない。

厚みについても 1mm前後ではいかに優秀な材料で

も駄目だよと云われました。その後販売していく

にしたがって，まさに云われた通りで，自然環境

のきびしさを改めて認識し，今日では， ウレタン

の配合，塗り厚等原料工法ともにかなりの改良が

加えられております。

それでも要求される耐用年数を考えればさらに

工夫が必要と考えられます。

一方当協会でも陰ながら協力してきましたウレ

タン塗膜防水材の JIS制定も目前にせまり，今
まで各社各様の製品が一定レベル以上に引き上げ

られる時期が到来しましたことは喜びに耐えませ

ん。聞くところによりますと JISの原案作成の
段階では， ウレタン防水材は将来性のあるものだ

から，よりきびしく高いレベルのものにしたとい

うことのようですが，ありがたいことだと思いま

す。

来年度は引続き工法に関する JASSの検討に
入るとの情報もあり，材料と工法とは一体となら

なければならないもので，一日も早くその日がく

ることを希望いたします。

又当協会が加入しています全防連においては精

力的に職業訓練に取組んでおられその成果が出つ

つあることを感謝いたします。

以上のようにして材料，工法，技術の各分野で

新しい進展がみられることはウレタン防水の前途

が開けつつある大きな証しであると共に，会員一

同目先の利にとらわれず，当協会の標語でありま

す「信用ある製品で責任ある施工」をもっと大切

にして明日を期待しようではありませんか。



ゥレタン塗膜防水施工に就いて

副会長兼施工部会長

藤渥青興業（株）

武田信道

近代建築物の複雑多様化に伴い，それ等建造物

に対し防水工事も亦多様化したのであります。時

あたかも石油化学工業の発達により「ポリウレタ

ン」の製造と是れを使用する 「ウレタン防水」は

施工上極めて優秀であることが確実となり，原料

の供給業者，材料の加工業者，防水施工業者三体

相互協力し防水界に貢献するため昭和44年10月当

協会が設立発足したものであります。

現実に防水施工業者（施工部）は施工の確信を

得るため原材料製品の均一標準を必要と し， 統一

試険法を決定して頂き原材料の標準化を御願い し

たのであります。施工に関して も仕様の標準化を

計るため施工仕様書の作成の為め委員会を設け，

ゼネコソ会社の研究者の方々の御声援と御協力に

よりまして，施工仕様書作成にかとり，ーケ年余

で仕様書作成を完成し印刷物と して関係業者に配

布し更に標準仕様の解説を発刊配布してPRを兼

ねウレタン防水の完全を期したのであります。

以上の標準仕様書と，仕様の解説をもとに，原

料製造工程，標準仕様の説明会等数回会合を計り

更に官公庁，設計業者，建設業者各社，県，市役

所，区役所等関係業者にPRしつ口御指名を受＜

べく努力し，現在では各方面より指名を受け其の

優秀さと， 1．施工法が簡単で 2．耐候性に富み

3．継目の無い， ゴム状塗膜防水として防水層が得

られ建築，土木防水工事，床工事，運動場等多方

面に需要増大し， 数年余にかいわらず急激な発展

をとげつょあり吾々施工業者としても喜ばしい次

第であります。

然し不幸にして其の間新聞紙上で既に御承知の

通り，石油価格の暴騰，輸入数量の減少等により

各国は勿論特に我国は大変な 「石油ショック」を

(30) 

受け経済の混乱を来たし未だその延長線上にある

と申しても過言ではないのであります。 吾々業者

も又言語に絶する経済変動によってその影響を受

けま したが協会の三業者相協力 して是れをのり切

りつとあります。尚諸官公庁，建設会社等の関係

方面の相互御鞭鞄によりその英知により潮次整備

しつ口あるのであります。

原材料については JIS委員会が設けられ JI 

Sも近く決定することでもあり，引続いてJAS

Sも委員会が設けられ近く協議なされる様子であ

り，一方防水事業の重大さを認識され，建設省よ

り業種の認定，労働省より防水科の新設，各都，

道府県による防水訓練，更には

1．各種防水脆エ教科書の完成 2．防水技能検定基

準法の設定等も進行中であり「ウレタン防水も」

塗膜防水として採用されて居り今後の発展は現在

以上に施工の増大に対しては確信を持つものであ

ります。

ウレタン防水は簡単に施工が可能の様に一般に

は思われがちでありますが特に化学的防水施工で

ありま して施工業者は御互に教育と訓練を受けま

して確実な技能を発揮しなければならず永年の防

水施工業者であり経験者でなければ完全防水は不

可能に近いのであります。既に申述べました通り

労働省職業訓練局編防水教科編成指導要領更に

は今回完成します各種防水施工教科書或は防水技

能検定基準法等が出来ましたなら是等により尚一

層の技術の研究に意を用いて，完全防水施工に確

信を得て建築•土木業界は勿論我産業界に貢献す

べく努力したいものであります。



思い出と；抱負

加工部会長

科研塗料（株）工場長

本多秀孝

日本ウレタン防水協会に私が初めて顔を出した

のは，確か45年 4月の加工部会が最初だと思う。

協会の事も防水業界の事もあまり詳しく知らず，

当社の藤下常務から出席する様言われた時はいさ

いか緊張したものです。

協会設立当時からの加工部会長は日本ヘルメチ

ック スの曽我氏がやっておられ，会員会社との紹

介名刺交換があり，和やかな雰囲気の中での真剣

な討議があった事を記憶しております。その頃は

事務局もなく会の議題等を自ら纏めて郵送され部

会を開催された事を思うと，現在の会の招集とを

比較して隔世の感があります。

当時は又原料，加工，施工の三部門が時には利

害相反するものの集りに疑問を持ちましたが，ウ

レタソ塗膜防水材としての発展のために共存共栄

に真剣に三部門の協会として協力して行く 事に意

義を見出したものでした。

45年8月に事務局が開設され有能な専任事務局

長を迎へられたことは真に協会の発展の第一歩だ

と思われます。その頃に施工部会から10項目から

なる問題の提起が理事会にあり，その中にJIS 
案の基礎ともなる試験法の確立を加工部会の小委

員会で草案を作り，試験法委員会にて討議し，理

事会に答申し JIS案の基礎作りになりま した。

これらのたたき台作りにはABC商会の松原氏，

東京ボースの山崎氏，日本添加剤の伊藤氏等が加

わり ました。

又ウレタン塗膜防水材の適正なる施工価格を出

すべく，各方面からの材料価格，施工価格などを

審議し標準施工価格案なるものも一応出しました

が，これは日の目を見ずに終りま した。

加工部会は設立当時は22社であり， 2年目20社

と減ったがその後増加の一途を辿り， 48年度には

原料部会より新たに3社が加入し現在では35社と

多くの会社が会員会社として加入されておりま
す。

原料部会社よりプレポリマーの出荷量が47年度

より発表されたのに引続いて，加工部会でもウレ

タン防水材として出荷量を発表すべく，その方法

が審議され，非公開ではあるが，部会内のみでは

あるが防水材としての出荷量を出し合い，その妥

当性を確め近い将来外部に発表すべく検討中で

あり，建造物にウレタン塗膜防水材としての使用

量が出せるものと思われます。

今までの数字を分析すると防水材としての量は

石油ペニックまでは飛躍的な伸びを見せています

し，その後も順当な出荷量であり，ウレタン塗膜

防水材として需要がますます高められて行くもの

と確信するものです。

当社でもウレタンの塗膜防水材，塗床材として

その生産量が多くなって来たので昨年10月で汎用

塗料としての，メラミン， フタル酸塗料の生産を

中止しウレタ‘ノ防水材，塗床材を主にした建築材

料の生産に全力を上げており，当工場が手狭のた

め埼玉県久喜市，久喜菖蒲工業団地に51年10月操

業を目標に建設を進めるべく目下進行中でありま

す。

しかしウレタソ防水材は万能ではありません，

苦情もありこれからが本当にその真価が問はれる

時でもあると思います。 51年4月には塗膜防水材

としての JISが制定されると聞いております。

品質はもちろんの事，施工方法とも相伴って技術

の向上に努力せねばならない時期でもあると思い

ます。それによってウレタン塗膜防水材の今後の

重要性と確固たる需要の増大があるものと思いま

す。

私ごとで恐縮でありますが日本ウレタン防水協

会の会員と して，理事，加工部会長，又その他の

専門委員としてこれまでの殆んどの会合に，何の

取得もなく，馬鹿の一つおぼえの如く多分一回と

して休んだことなく出席させて戴きま した事は，

会社としてはもちろんのこと，協会の発展のため

に，ひいては防水業界の微力の一端にでもなれば

と思って進んで来ました。これからも防水界の語

先輩の御指導をお願い申上げます。

7
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ウレタン防水協会というところ

三井日曹ウレタン（株）

化成品室

関 喜 介

私は最近会社での業務分担が変わりまして，防

水材用のアミン硬化剤を担当することになり，成

分比率で 100％のプレポリマーから10％の硬化剤

になったからという訳ではありませんが協会へしま

ついつい御無沙汰しておりますが，時々は相談を

受けたり，虎ノ門の近所を通りかかったりした時

には協会事務所に寄らせて頂いております。協会

事務所ではお茶を御馳走になったり，最近の情況

など話して頂き真面目で熱心な石川事務局長の御

様子， また活発な協会活動を嬉しく思うと同時に

先人の労苦を考えない訳には参りません。

ここに誌面をお借りする機会を得ましたので協

会の発足当初の頃から思いつくま入を綴って見た

いと思います。

ポリウレタン樹脂という聞き馴れない化合物を

使った新しい防水工法で，プレポリマーという舌

を噛みそうな名前の水アメ見たいなものと，黒く

てドロドロした硬化剤を，決められた比率で混ぜ

合わせて塗りつけると，だんだんと固まってつい

には一枚の弾性のあるゴム状ヽンートになって建造

物の防水が出来る。確かに従来の防水工法と違っ

て火も要らない，労力も少なくて済む，これは良

い工法だと思っては居るが残念ながら当時は建築

用防水材として使って貰う方法が判らない。実績

もあまりなく知名度が非常に低い。協会を作ろう

という所までに至るには大変な努力を積み重ねた

事と思います。

次第に新しい防水工法を世に広めようという一

種の使命感を持った情熱に溢れた人達が集まりま

して，また協会を作ったらどうかと助言も頂き，

協会設立の話合いを始めた訳ですが，今から 7年

前ですからやがてひと昔前の事になります。この

間の話は創立5周年記念誌に詳しく掲載されてお

ります。

協会の設立に大変な努力をされ，また協会の初

代会長会社をつとめられた， 日本ポリウレタンエ

業誅）の岩田敬治氏が先ず思い出されます。氏は多

忙な会社業務のかたわら，当時独立した協会事務

所もなく勿論事務局員も居ない，生れたての協会

の事務局として粉骨砕身活躍されまして今日の協

会の磐石の基礎を作り上げました。氏のウレタン

化学に対する博識と情熱があったればこそ，また

氏と同じくウレタン防水に情熱をかたむけた会員

諸氏があったればこそ協会の今日がある訳です。

氏は新しい材料，新しい工法を世に出すための最

善の方法を熟慮し，大メーカーの独善に陥らない

よう，ともすれば「安かろう悪かろう」に陥り易

い新材料を，品質第一の信頼されるものにするた

め最大の努力を払った訳です。従いまして他の業

界には見られない，夫々立場並びに利害を異にし

た原料部，加工部，施工部の三部会より成る協会

として発足した訳です。この精神は現在にも引継

がれ， 「利害を論ずる場」ではなく「ウレタン防水

工法を真に優秀なもの，世間から信頼されるもの

にして行く場」として協会が存在しております。

昭和45年5月には，日本ポリウレタン工業誅）か

らウレタン防水の事業を引継いだ保土ヶ谷化学工

業株）が会長会社に就任し事務局を担当されたのが

平野功氏であります。氏は揺藍期の協会を生長発

展させた功労者と云えま しょう。独立事務局の開

設に努力され，場所の選定，事務局員の人選等大

変な苦労の末現在位置に，この年の 7月に事務局

を設置されました。また，ウレタン防水のPR,

統一仕様書の作成，説明会の開催等次々と協会事

業を実行して行きました。

この様に平野氏により今日の協会大発展の基礎

が築かれま したが，これを補佐した副会長並びに

各専門委員，理事の皆様の努力があって実現した

訳であります。

この後引継がれた各会長会社の下に会員が一致

協力して工業技術院による「屋根防水用塗膜材」

J I Sの制定， 全国防水工事業団体連合会の結

成，労働省による職業訓練の実施，及び教科編成

指導要領の作成，更に日本建築学会による JAS

Sの制定への協力等，協会発展に努力されました。

近い将来に日本の国が認めたウレタン防水材で

(J IS)，日本の建築学会の認めるウレタン防

水工法で (JASS),：日本の国の認めた技術者

（職業指導，職業訓練）が施工をする時が来る訳

です。
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＜統計資料＞

ポリウレタン原料，主要製品の出荷量推移

単位—t

； 昭和45年 II 46年 II 47年． 11 48年 11 49年 備 考

r-

T D I 35,600 41,300 51,100 52,400 45,400 ウレタン原料工

M D I 16,000 20,500 19,100 
業会資料による

p p G 73,000 87,300 104,800 111,500 88,400 

単位ーt

製 品 名ぎ二＼汀昭和45年 // 46年 // 47年 // 48年 ”49年備 考

ウレ タンフォーム 82,800 87,700 109,500 129,000 102,900 ウレタン原料工

内 （軟硬質質フォーム
68,900 71,900 88,100 99,800 76,500 業会資料による

訳 フォーム 13,900 15,800 21,400 29,200 26,400 

建築 土木材料 7,000 13,000 20,000 29,000 27,000 当協会推定

内 （防水材料 5,000 10,000 14,400 21,400 20,400 

訳 その他 2,000 3,000 5,600 7,600 6,600 

エラ ストマー 2,800 3,000 3,300 3,800 3,000 

塗 料 13,400 15,000 20,400 25,200 20,600 通よ産る統計資料に

註 （1) 上記は製品重量である。

(2) 建築土木用のその他ほ，床材，弾性舗装材，ツーリソグ材，等である。

(3)上表には合成皮革を含まない。
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協会のあゆみ

昭和 43年

43年12月7日

日本ウレタン防水協会（仮称）設立準備委員会発足。

ウレタン防水同業者の有志13社が，（財）建材試験セン

ターにおいて懇談会を開催，席上防水業界の将来を洞

察し，ウレタン防水の着実な発展を希い協会の設立を

合意し準備に入った。

昭和 44年

44年1月13日

第 1回設立準備委員会を開催し，会名（案）を日本ウ

レタン防水協会とすることおよび，今后会則．事業計

画予算等の立案を急ぎ，速やかに創立総会を開催する

こととした。

44年10月2日

日本ウレタン防水協会設立（於日本工業倶楽部）協

会の趣旨に賛同する業界55社の出席により日本ウレタ

ン防水協会の創立総会を開催し設立をみた。

会長に日本ボリウレタン瞬高橋重道氏・副会長会社

に鐘紡合成化学掬，藤歴青興業聡が就任し，原料部，

加工部，施工部の3グループが 1体となって材料品質

の規格化．施工法の標準化．技能の向上をはかり普及

推進することを当面の事業方針として審議決定した。

なお，来賓として，日本建築学会より，大島久次氏が

出席された。

昭和 45年

45年3月6日

講習会開催（於家の光会館）。

防水ならびにウレタン防水の現状と展望，問題点等

について，建設省，学会，大手建設業，各位による講

演会を開催し，協会の基礎固めと会員の技術向上に大

きく寄与した。

45年5月13日

第 2回定時総会開催（於日本工業倶楽部）。

昭和44年度事業報告および決算報告可決。

昭和45年度事業計画および予算案承認。

会長に保土谷化学工業騎手嶋幸雄氏が就任，副会長

会社は重任した。

45年6月11日

統一PR資料の作成，協会試験法の作成を決定した。

45年7月16日

ウレタン塗膜防水工事の協会標準仕様書の作成を予

定し，試験項目の選定に入ることを決定した。協会事

務最の増加に伴い，専任の事務局長をおき，発足以来

事務を兼任してこられた，会長会社より業務を引継い

だ。

45年8月17日

協会事務所を東京都港区西新橋 2-2-10に設置し

た。

45年12月10日

試験法（案）を作成し更に学識経験者大手建設業技術

者各位の意見を伺うことと した。

昭和 46年

46年1月20日

試験法委員会の他に施工法委員会を設け標準仕様書

（案）の作成を担当することを決定した。

46年4月22日 '

第3回定時総会開催（於鉄鋼会館）昭和45年度事業

報告および決算報告，承認。

昭和46年度事業計画（案）および予算案，可決。

会則の一部変更，承認。

会長，副会長会社とも重任した。

46年5月19日

PR用リーフ レッ ト「ウレタン防水の案内」完成，

官公庁，建設業界，会員あて配布。

46年12月11日

「ウレタン防水材の品質と施工」について小林孝悌氏
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を囲む座談会を開催した。

46年12月14日

旋工法委員会作成の原準仕椋書（峯）な承認し，東，

西両地区にて説明会を開催し，その普及に努めること

を決定した。

昭 和 47年

4「年2月18日

関西地区標準仕様書（案）説明会開湘（於東洋ホテ

ル）。

47年3月2日

関東地区標準仕様書（案）説明会開催（於三笠会館）。

（仕様書の完壁を期するため，両地区説明会の質疑応 48年1月1日

答の中から補足すべき部分の検討を行うこととした） 工法特許 No.541825の専用実施権を取得し，協会財

参加者は会場に溢れ極めて盛会であった。 産とした。 (48.4.9．登記を完了した）

47年3月23日 48年1月

試験法委員会で一応の成案を得た材料試験法（案）の 防水団体職訓委員会を各種防水事業団体とともに結
iw~ 

まヨ

↑ul
ヽ

妥当性を確誇するため会員各社の協力を得て同案に基

づく試験を実施することを決定した。

新年度事業計画各項を次の通り可決した。

(1)ウレ タン塗膜防水材の協会試験法の確立。

(2)工事標準仕様書に準拠した適正な施工方法の推進。

(3)組織の整備と強化。

(4)防水技能士（仮称）の資格制度の推進。

(5)普及宜伝活動の徹底。

47年6月15日

第 4回通常総会開催（於鉄鋼会館）前年度事業なら

びに決算報告を承認、会長に日本ラィヒホールド誅）俵

木滋氏が就任，副会長会社は重任した。

47年9月10日

建築用ウレタン塗膜防水工事標準仕様書を完成刊行

した。

47年10月18日

標準仕様書解説の作成に着手した。

47,6,15 第4回総会於鉄鋼会館

昭和 48年

成し，次の各項について強力に推進することとした。

(1)｛呆有防水工の実態把握。

(2)職訓指導員の確保。

(3)職訓教材の作成。

(4)労働省に対する連絡接渉。

48年2月

建築用ウレタン塗膜防水工事標準仕様書解説を完成

刊行した。

48年3月28日

建築用 ウレタン塗膜防水工事標準仕様書の東京地区

説明会をデイックビルに於いて開催した，参会者は官

公庁営繕部，学界，大手建設業技術者，関連業界，会

員等合計 170名で極めて盛会であった。

48年4月13日

標準仕様書の大阪地区説明会を御堂会館において開

催した。参加者は，官公庁業界関係者，会員等約 150

名で盛況であった。

48年5月17日
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i 
48,5,17 第5回総会於鉄鋼会館

就任副会長会社は重任した。

新年度事業計画として．前年度事業計画各項の継続

推進のほか、ウレ タン防水材JISの推進をはかること

とした。

48年 7月16日

JIS制定準備のため工業技術院，建築学会，業界関

係者による意見交換会が八重州竜名館で開催された。

48年7月17日

賛助会員募集に関する規定を作成し 9月より勧誘を

開始し， 10月より 5社の加入を得た。

48年7月19日

労働省職訓教科編成指導要領の作成委員に当協会よ

り諒ARセンターエ法研究所長小中秀麿氏が応嘱。 10

月20日に同要領原案を答申した。

48年夏

化学工場の火災，爆発事故が相つぎ，ウ レタン防水

材の原料供給にも多大の影響をきたした。

48年8月22日

第 1回合成高分子系屋根防水用塗膜材JIS原案作成

委員会に当協会より試験法委員長会社，保土谷化学工

48.3.28 標準仕様書解説説明会於日本ラィヒホールト・ 業：ほか 4社の委員が応嘱し，今后の原案作成の審議に

参画することになった。

第 5回定時総会開催（於鉄鋼会館）前年度事業なら 48年10月4日

びに決算報告承認会長に三井東圧化学誅）緒方俊夫氏が 関西集会開催（大阪都ホテル）。
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(1)協会事業計画推進状況，（2）原料需給状況，（3）防水

材JIS原案作成の経過 (4)職業訓練の進行状況等につ

いて報告し，意見交換を行い関西地区会員との交流を

深めた。

48年 秋

石油ジョックの事態が発生し以後約 5ヶ月間にわた

りウレク ソ防水材も深刻な品不足にみまわれることと

なった。

48年11月

東京都知事免許による防水科職業訓練指導員 104名

が誕生した，内89名は防水団体職訓委会の設営による

ものである。なおこれに先立ち大阪地区でも若干名の

指導員が誕生している。

48年12月11日

全国防水団体連合会（仮称）第 1回設立準備委員会

が開催され，これに参画し，設立趣意書，会則（案）の

作成に協力することとなった。（於全アス連事務局）。

昭和 49年

49年 1月17日

当協会は施工部会を中心として全防連（略称）に加

入すべく 今后積極的に協力すること とした。

49年 1月22日

新年賀詞交換会開催（於霞山会館）新規入会の賛助

会員を混えて多数の会員が参加和気識々の中に賀詞の

交換を行った。又この日施工部会を開催した。

49年 1月29日

関西地区賀詞交換会開催（於大阪都ホテル）， また

この日同地区施工部会を開催した。

49年3月31日

合成高分子屋根防水用塗膜材JIS原案の大綱がま と

まり JIS原案作成委員会より工業技術院に答申した。

（なお1部残された問題点については審議をつづける

こととなった）

49年5月21日

49, 1. 22 新年賀詞交換会スナップ 於霞山会館

第6回定時総会開催（於鉄鋼会館）前年度事業なら

びに決算報告を承認し， 概ね前年度の事業を継続する

外，特に JISならびに職業訓練の具体化を推進する新

年度事業計画ならびに予算案を可決した。

会長に武田薬品工業飼秋田一雄氏就任，副会長会社

は重任した。

49年6月9日

全防連に加入を正式に決定した。 （理事会）

49年6月20日

JIS原案作成委員会の要請に応え， 当協会作成の塗

膜性能に関するバ ックデータを同委員会に提出，協力

した。

49年7月24日

全防連設立創会が開催され，当協会からは，理事に

武田薬品工業聡および北原建材工業株），監事に中央建

(37) 



試験法委員会

49,10.25 5周年記念式と祝賀バーティ 於鉄鋼会館

材工業総がそれぞれ選出され就任した。

49年9月18日

理事会開催。

49. 11. 12 5周年記念講演会於東洋ホテル
講師大阪府労働部中岡主事

49, 11. 12 5周年記念講演会於東洋ホテル
講師関西大学菅田教授

た。官公庁，学会，建設業界，関連業会各位および会

員多数の参会を得盛会であった。

又， 5周年を記念し，会誌を発行し，来会者および

関係先に送付した。

49年11月12日

5周年記念講演会を大阪東洋ホテルにおいて開催し

た。講師には大阪府労働部職業訓練課中岡主事および

関西大学菅田教授をお願いし盛会であった。

昭和 50年

49年10月25日 50年1月22日

協会設立5周年記念式を鉄鋼会館において開催し 賀詞交換会（東地区）を霞山会館にて開催した。

(38) 
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50.1.22 新年賀交換会於東京．霞山会館

び会

よび

催し

よび

50.1. 28 新年賀詞交換会於大阪．都ホテル

50年1月28日

賀詞交換会（西地区）を大阪都ホテルにて開催した。

50年5月23日

第7回定時総会を鉄鋼会館にて開催し49年度事業報

告と50年度事業計画同予算案を原案通り承認可決し

た。なお， 新会長には日本ソフラン化工株）大屋康司氏

が就任された。

50年6月17日

建設省建築大学校の講習会の教材の 1部として当協

会ウレタン防水工事標準仕様書および解説書が使用さ

れることとなった。

50年6月23日

屋根防水用塗膜材JIS原案が通産省工業技術院に正

式答申された。なお今後行われる工業技術院の審査会

50,5 JIS原案作成委員会懇親会

50,5,23 第7回定時総会

には保土谷化学工業伊藤松夫氏および三井東圧化学岡

福ー氏が委員として参画することとなった。

50年7月15日

本年度職業訓練指導員として当協会関係6氏に免許

証を交付された。

50年8月25日

広報委員会を開催PRを一層強化するため会誌の定

期刊行を起案した。

50年8月31日
協会施工部会員の建設事業許可取得状況について調

査を行い71社の中63社より取得済の回答があった。

50年9月11日
労慟省認定の職業訓練教科書案を職業訓練委員長の

許で作成し技術委員会と打合せの上全防連教科書作成

委員会に提出した。

(39) 



年度別会長，役員，および会員数

年 度 I 昭和44年度 1 昭和45年度 1 昭和46年度 昭和47年度 昭和48年度 ＼昭和49年度 ＼昭和50年度

会
長 日本ポタリウン（レ株）I保土谷化学業工（株）I保土谷化業学工（株）日本ーフィルヒド（ホ株）ニ井東圧化学（株）I武田薬品工業（株）日本')化7工フ（ン株）
高橋重道 手島幸雄 手島幸雄 俵木 滋 緒方俊夫 秋田一雄 大家康司

古~II 云ム 長 1鐙藤紡合成化学（株）I鐘藤紡合成化学(株）I鐘藤紡合成化学（株）鎧紡合成化学（株）鐘1藤紡合成化学（株）1 鐘藤紡合成化学（株）＇| 鐘藤紡合成化学（株）
副会長 湿青興業（株） 渥青興業（株） 渥青興業（株）藤渥青興業（株） 渥青興業（株） 渥青興業（株） ；歴青興業（株）

理 事 科研塗料（株）I| （株）エーピー （株）ニービー （株）ARセソ （株）ARセン' （株）AR七ソ （株）ARセン
ツー商会 、ン一商会 ター ター ター ター

鐘紡合成化学（林;t）科研塗料（株） （株）栄進工化建栗所（株）栄進工化建栗所（株）栄進化建莱所工（株）栄進工化建業所科研塗料（株）

北原建材工業（株）鐘紡合成化学（株）科研塗料（株）科研塗料（株）科研塗料（株）科研塗料（株）鐘紡合成化学（株）

光清化成建（設株）北原建材工菜（株）鏑紡合成化（学株）鐘紡合成化学（株）鐘紡合成化学（株）鐘紡合成化学（株）北原建材工（業株）

ッフカ工ー建来設（株）光清化成建設（株）北原建材工業（株）北原建材工業（株）北原建材工業（株）北原建材工業（株） 国峯礫化工業（株）

武田薬品工業（株） ッフカ工ー建来設（株）建材化工（株）光清化成建設け株）光清化成建設（株）光清化成建設（株）三洋化成工業（株〉

大和高分莱子工（株）武田薬品工業（株）光清化成建設（株）武田薬品工業⑭朱）武田薬品工業（株）武田薬品工業（株）新東洋合成（株）

中央建材工業（株）大和高分菜子工（株）武田巣品工業（株）中央建材工業（株）大東スレー（ト株）大東スレー ト
（株）
武田薬品工業（株）

東京ボースエ（株
業）
中央建材工業（株）大和高分染子工（株）東邦化学工（業株）中央建材工業（株）大和高分莱子工（株）武山工業（株）

日本ヘルメチ 東京ボース（エ株中央建材工業（株 日本曹達 （株）東邦化学工業（株） 中央建材工業（株）第一工業製薬（株）
ックス（株） 菜’ ） ） 

日本ポリウレ iJ本曹達（株）東邦化学工業（株） 日本ソフラソ 友田工業（株） 日本曹達 （株）大和高分業子工（株）クソ（株） 化工（株）

日本ラィヒ（ホ株 日本ヘルメチ 日本曹達 （株） 日本添加剤工（株 日本曹達（株）
日本ソ フラソ 中央建材工業（株）

ールド ） ックス（株） 采） 化工（株）

藤歴青興業（株）
日本ラィヒホ 日本ソフラソ 日本特殊塗料（昧） 日本添加剤業工（株） 日本特殊塗料（株） 日本ソフラソール ド（株） 化エ（株） 化工（株）

三井東圧化（学株）藤歴青興業（株）
日本ヘルメチ 日本ラィヒホ 日本特殊塗料（株） 日本ヘルメチ 日本ヘルメチ
ックス（株） ールド（株） ックス（株） ックス（株：

ョッヤ防水（株）保土谷化莱学工（株）
日本ラィヒホ 藤歴青興業（株） 日本ヘルメチ 日本ラィヒホ 日本ラィヒホ
ールド（株） ックス（株） ールド（株） ールド（株）

ラバレジソ工（株 三井東圧化学（株）藤歴青興業（株）保土谷化業学工（株）
日本ラィヒホ （有）ノゾ研ニ技工業 ノゾェ技研業工

業） ールド（株） （株）

ョッヤ防水（株）保土谷化学業工（株）三井東圧化学（株）藤歴青興業（株）藤歴青興業（株）藤歴青興業（株）

ラバレジソエ（株
業 ）
三井東圧化学（株） ョッヤ防水（株） 保土谷化業学工（株）保土谷化学業工（株） （株）プルーフ

産業

ョッヤ防水（株）（株）吉田製油所三井東圧化学（株）三井日曹ウレ 保土谷化業学工（株）
タン（株）

ラバレジ業ソ工（株） ラバレジ業ソ工（株） ョッヤ防水（株） ョッヤ防水（株）三井東圧化学（株）

（株）吉田製油所（株）吉田製油所 ョッヤ防水（株）

ラバレジ業ンエ（株） ラバレジ業‘ノ工（株） ラバレジソエ（株
業）

監 事
（株）ニービー 建材化エ（株）東京ボースエ（株 東産業（株）1昭和石油アス 東邦化学工業（株）光清化成建設（株）
シー商会 業） 日 ファルト（株）

ソーゴー防水（株） ソーゴー防水（株）
日本ヘルメチ

東邦化学工業（株）日東産業（株） ックス（株）日東産業（株） 日東産業（株）

東邦化学工業（株）東邦化学工業（株） 日本ソ化フ工ラソ
（株）
東日本塗料（株） 日本曹達（株）

（各会年度員末現数在） 92社 90社 93社 106社 1 122社 1
114社 1(50年11彎
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防水・床にウレタンの特長を生かして下さい。

日 曹つしや

一複雑形状剖の施工万容易て 一下地に塗布可ると化学反 ー大きな伸びと引裂き弾度のバラ

雨仕舞も確実で可。 応を起しコ△状の弾性｛本 ンスガとれてあり、 下地の亀裂

になりま可。 に強い。
8曹カラーコート

ーセ）レフレベリンワ性のよいカラーウレタンです。 t

用途

1.防水（美しい仕上 りの防水になる）
屋上、室内、ベランダ、バルコニー

2. 床（弾性ガあるので歩百感ガよい）
室内、病院、学校の床、防塵床

8曹サンシール

ータールウレタンで露出防止 保顆工法ガてきます。

用途

1.防水
墜上、室内、地下の防水

2. ｛申縮自地
各種配管の自地材として

日本冒這株式会爾高分子本部：古〖：：業誓置。悶二：ドニ闊悶;;ご：：］畠ば塁二：；二塁：
福岡営業所 TEL092-771-1336信越営業所 TEL025514-25 I : 

本社〒100東京都千代田区大手町2-2-I（新大手町ピル）
T E L 03-21 1-211 I 

札幌営業所 TEL011-241-5581



゜

フ

裂

：弓。

こニコ
1741 

200 I 
; I : 

二

ポ リウレタン用硬化剤“ビスアミン”はすぐれた品質、親切な

テ クニカルサービスで皆様から御好評項いております。

Cl Cl 

凡NCH2 NH2 

4,4'ーメチレン ービスー(2ークロロアニリン）

4,4'-Methylene-bis -(2-Chloroaniline) 

ビスアミン A..……•ウレタンエラストマー用

ビスアミ ン s..……•ウレタン防水斉リ・床材・グランド材用

ピスアミン（液状品）……•••ウレタン防水剤・床材・グランド材用

●御一報下さればカタログをお送り致します。皆様の御意見をお待ちしておりま七、発売元
~三井日曹ウレタン株式会社
本 社東京都港区赤坂四丁目13番13号（東亜赤坂ピル2F)合 (03)585 -6190-6199（自動交換）

大阪営業所大阪市東区本町四丁目4番地1（本町野村ピル5F)ff (06)264-0751-0756（自動交換）

名古屋営業所 名古屋市中区錦三丁目23番18号（ニューサカエピル5F)ff(052)951-9511（ニューサカエピル交換）

—ー製造元和歌山精化工業株式会社〒641 和歌山市小雑貨501-1 合 ( 0734 )23-3247 

サービス第一

- -----
＠日曹サンシール

＠日曹カラーコート
日本曹達販売代理店

@BB建い深株式会社
〒106東京都港区六本木3-16-26合03(582)2841（直通）
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防水界に飛躍する膝漉



特許・画期的複合塗膜防水

ARウレタン防水工法 ぷ2
下地調整層付

AU-F工法

防水層はアクリル系防水材ペトロ ック45プライマー、 Fクロス層（下地調整層）、 ARウレタン下塗り、
ARウレタン上塗りの 4層からなり、互に密着した状態で厚さ 2mmの防水層を形成し、つぎの優れた
特長をもっています。

1．理想的な下地ごしらえ Fクロス層は下地の凹凸を調整し、均質かつ平滑で理想的な下地ごしらえ
となります。

2．塗膜厚さの均一性 下地に直接塗布する場合と比較して、均ーな厚みを有するウレタン塗膜層が常

にえられます。

3．欠陥部の解消一一下地の状態が著しく改善される結果、ウレタンの塗布作業性がきわめて良好となり、
ピンホール、ふくれ、剥れ等が大幅に解消されます。

4．密着効果とゼロスパン応力の回避 下地を含め、各層間の接着性、密着性は良好であり、泉l]離、水

の走り等がないのに加えて、ウレタン塗膜層は Fクロス層を介して下地に接着しているため、 Fクロ

ス層の優れた緩衝効果によって下地き裂の挙動によるゼロスパンテンションを大幅に回避することが

できます。

下地調整層付

ND-F工法

保護層

塗膜層
::: 
捩犀
二
犀
戸

塗 膜層.．．．. l. •. ・.．．．．．．．． 
下地調整層｛応力緩和）
ノノノ↑ノノノ ノノン，地グノ l 

防水層はアクリル系防水材ペトロック45プライマー、 Fクロス層（下地調整層）、 ARウレタン下塗り、

NDクロス、 ARウレタン中塗り、 ARウレタン上塗りの 6層からなり、各層は互に密着した状態で

厚さ 3m,mの防水層を形成し、 AU-F工法の特長に加えて、つぎの優れた特長をもっています。
1．塗膜厚さの確保と均一性ー一きわめて平滑なFクロス層の上にウレタンを塗布することに加えて、 N
Dクロスの網目が完全に被覆されるように中塗り、上塗りウレタンを塗布するため、きわめて均ーな
厚みを有する防水層が常に形成されます。

2．欠陥部の解消 AU-F工法の場合と同様、 Fクロス層上のウレタンの塗布作業性がきわめて良好

であり、ピンホール、ふくれ、剥れ等が大幅に解消されます。また、万ーふくれが発生しても、 ND
クロスの補強効果によって、ふくれの膨張収縮による防水層の破断を防止します。

3．下地き裂抵抗性の大幅な向上 すなわち“強靱で適度な伸度を有する NDクロスが、下地にき裂が

発生した際、き裂周緑部の防水層を下地から剥離させて防水層の即時破断を防止し、かつ歪応力の大

半を吸収して防水層の機械的化学的クリープ破断、下地き裂の伸縮挙動による疲労破断を防止する効

果”と Fクロス層の優れた緩衝効果との相乗作用により、下地き裂抵抗性はきわめて優れています。
4．画期的複合塗膜防水工法 従って、 ARウレタンND-F工法は、塗膜防水の防水性能に関する諸
問題をあらゆる角度から解決した画期的複合塗膜防水工法です。 ※旧カタログ参照

製造元旭化成工業株式会社 販売元株式会社ARセンター
東 京＝東京都千代田区有楽町1の12の1（日比谷三井ビル）東 京＝東京都港区新橋6-1-1（秀和御成門ビル）

Tel. 5 0 7 -2 4 8 2 
Tel. 4 3 6 -1 6 7 6 

大 阪＝大阪市福島区福島6-8-10（ニッペビル）
大 阪＝大阪市北区堂島浜通り1の25（新大阪ビル） Tel. 4 5 1 -9 0 9 1 

名古屋＝名古屋市中区錦3の7の15（大日本インキビル）
Tel. 3 4 7 -3 8 2 3 Tel. 9 5 1 -3 1 1 7 

名古屋＝名古屋市中区錦2の2の13（センタービル） 福 岡＝福岡市博多駅東lの1の33（はかた近代ピル）
Tel. 4 1 1 -8 4 5 4 

Tel. 2 2 1 -9 6 8 1広 島＝広島市西媛屋町1-2-12（二葉ビル）

福 岡＝福岡市天神1の10の7（西日本ビル）
Tel. 6 2 -7 2 6 6 

仙 台／仙台市北目町2-39（東北中心ビル）
Tel. 7 2 1 -7 2 7 2 Tel. 6 4 -0 8 5 6 



工事報告 昭和石油アスファルト（株）

建築概要

建物名：日本住宅公団

所在地：千葉県千葉市真砂町

施 主：日本住宅公団

設 計：日本住宅公団

施 工：東海興業飼

建築面積 ：7，659m2

階 数 ：地上11階，塔屋 2階

旅工期間：昭和47年 6月1日～昭和48年11月23日

ウレタン塗膜防水工事

施工個所：屋上ジョイソト防水，壁スラブ柱取合い

施工期間：昭和48年 7月15日～昭和48年 8月28日

施工延メートル： 1,244m 

使用量 ：1,610kg 

使用材量 ：サルコ ート＃500（プラック），サルコート

G （グレー）

施工延人員： 172人

日本住宅公団では， 40年代後半より，土地の高度利

用，生活水準の向上に伴い，住戸の多様化ならびに緑

地空間の増大を図るなどの意図から，住宅の高層化が

計画されてきま した。

工事報告 国峯磯化工業（株）建材部

建築概要

建物名 ：太陽神戸銀行新小岩支店

所在地：東京都葛飾区新小岩 1 • 55 • 5 

構 造： RC3階建屋上アスファルト ・モルタル

露出防水

ウレタン塗膜防水工事

施工内容：老朽化したアスファルト ・そJレタル防水に

かえ，新規にウレタン塗膜防水を行うこと

になった。 下地がアスファルトであるた

め，下地処理に苦慮した。又完成後運動場

として使うので，材料の安全性，強度，色

彩等を考慮した歩行用生上げとした。

施工期間：昭和59年 5月17日～沼和ぅ）年6月19日

施工面積： 620m2 

資材使用量 ：1,620kg

使用材料：レプPR-1,レプS1011, トプコ ート，

寒冷紗，ラテックス

住宅公団検見川団地は，高層PC住宅団地として建

設された最初の大規模団地であります。

高層化をとり入れることにより，ただ単に住宅建設

を進めると云うことのみならず，住宅建設を通して地

域開発，地域環境の改善を押し進めて，公団の新しい

イメージを形成しています。

施工延人員 ：47人

施工仕様 ：下図の通り
トップコート (0.2'%,)

ウレタン (I%ffj)

寒冷紗
ウレタン（1%厚）

プライマー

アスファルトモルタル下地

｛下地処理

ラテックス塗布

(46) 



一7
 工事報告 日興レジン工業（株）

建築概要

建物名：北海道石狩開発建設部石狩分駐事務所

所在地 ：北海道石狩郡石狩町親船字矢臼場27

施 主 ：北海道石狩開発建設部

設 計 ：北海道石狩開発建設部

施 工：東建工業節

建築面積 ：414.49m2 

構 造：コンクリートプロック，乎屋

ウレタン塗膜防水工事

施工内容：ニッコー レッ クスEP~ 4 A 

ウレタン塗膜防水 、ンルバー仕上

施工期間：昭和50年 9月25日～昭和50年10月10日

旅工個所：屋上

椀工面積： 500m2

資材使用量： 1,500kg 

施工延人員： 24人

じ

1
又

h1 

工事報告 日興レジン工業（株）

建築概要

建 物名：北海道網走市公共下水道終末処理場

所在 地：北海道網走南八条東7丁目

施 主：北海道網走市

設 計：日本理水誅）

施 工： 栗田工業株）

建築面積 ：2，182.15m2 

構 造 ：RC 平屋

RC 2階

RC 3階

ウレタン塗膜防水工事

施工内容：ニ ッコーレックスEP,....,3A

ウレタン塗膜防水 、ンルバー仕上

施工期間：昭和50年11月 7日～昭和50年11月20日

施工個所： 屋上

施工面積： 2,000nf 

資材使用量： 5,000kg.

(47) 



工事報告 大和高分子工業（株）

建築概要 ウレタン塗膜防水工事

建物名：函館ドック第 2機械工場

所在地：北海道函館市

施 主：函館ドッ ク誅）

施 工：大成建設鞠

構 造：鉄骨構造

工事報告 大和高分子工業（株）

施工内容：ダイフレックス， AS工法

ウレタソ樹脂防水， トップコ ート仕上

施工期間：昭和49年 9月

施工個所：屋上

施工面積： 1，400m2 

資材使用量 ：3,800kg

施工延人員 ：52人

建築概要 ウレタン塗膜防水工事

建物名：沖縄国際海洋博覧会A工区政府出展水族館

所在地：沖縄

施 主 ：沖縄開発庁開発建設部

設 計 ：沖縄開発庁開発建設部

施 工： A工区共同企業体

建築面積 ：延2,700nf 

構造 ：PC

(48) 

施工内容： ダイフレックスES工法

ウレタソ樹脂防水， トップコ ート仕上

施工期間 ：昭和50年 1月

施工個所：屋上

施工面積： 2,640nf 

資材使用星 ：6,700kg 

施工延人員 ：72人



工事報告 大和高分子工業（株）

建築概要 ゥレタン塗膜防水工事

建物名 ：蛭田小学校 施工内容：ダイフレックスAS工法

所在地 ：栃木県大田原市 ウレタン樹脂防水，カラートッ プ仕上

施 主：大田原市役所建設部 施工期間：昭和50年 3月

設 計：大田原市役所建設部（小森建築設計事務部） 施工個所：屋上

施工 ：那須土木鞠 施工面積： 1，200m2 

構造 ：鉄骨構造 資材使用量 ：3,400kg

工事報告 保土谷化学工業（株）

建築概要

建物 名：小野薬品工業飼フ ジヤマ工場

所在地 ：静岡県富土宮市北山字東下組

施 主：小野薬品工業騎

設 計： TAU建築設計掬

施 工：蛛）大林組

構造規模 ：RC構造地下 1階地上2階建

建築面積 ：6，349m2

期 間：昭和50年 3月～昭和50年10月

(49) 

施工延人員： .42人

ウレタン塗膜防水工事

施工個所：本館事務所，第一工場

施工期間：昭和50年7月21日～昭和50年9月10日

施工面積： 2,800rrl 

使用材料： パン レタン (CU-2工法）

施工延人員： 95人

施工会社：中央建材工業闘

材料管理 ：保土谷化学工業鞠



製品一覧
順不同

製 品

パネコート RS-A

名 Iメーカー I
新東洋合成・日本パ
ネコートウレタン防
水協組

11 RS-C 

II EC-A 

II OK-X 

II IR-A 

II PC-A 

歩行用 (RC構造） 2,100 

軽歩行用( ” ） 
?， 100 

非歩行用( ” ） 
2,500 

11 (RC, ALC) 3 000 

索土 内 (RC構造） 2,300 

非歩行用 (ALC構造） 3,100 

ARウレタンAU工法I旭化成工業 I1.7kg/m2, 1.5況

ARゥレタン ND工法

AU-F工法

ND-F工法

” 
” 
” 

規 格

2. 0kg／面， 2.0況

1. 4kg／吋， 2.0況

1. 8kg／対， 3.0呪

マナタイト A 工法 マグナ工業（株） 保護工法

” 
A S II ” 露出工法

” 
B II ” 保護工法

” 
BS 11 ” 露出工法

” 
C II ” 保護工法

” 
C S 11 ” 露 出工法

” 
RF  11 

” 歩行工法

ミリオネートSA 保土谷化学工業（株） 2kg／対使用クロス入り

パンレタン CU-1 ” 
” 
CU-2 ” 

// IU-4 II 

” 
IU-5 ” 

ミリオネートCS ” 2kg/,,J使用クロス入り

‘’ CS  ” 
ミリオネート

R Fl, 5kg/rJ 

＼標準価格（円／m2)
（材工共単価） 1 

レ・17゚S ブラック 1国峯砿化工業（株） IRC下地厚 2.0況

レップF カラー ” 
// 

レップUFICカラー ” ” 
レップ UFIカラー 1 ” ” 

アイカウ□゚ル ＼アイカ工業（株）, 500 

11 W-1 800 11 

I, W-1, 900 ” 

プルーフロン T-10 日本特殊 塗料 2況厚ヒ乍ロソクロス入

” NC--51000 0 ” I 2 呪ヒ•こソクロス入
” ” ツ）レバー仕上

(50) 

備考 l

ノソタールウレタ｀ノ 3回塗 モルタル

押え
ノソタールウレタ｀ノ・軽歩行材 4回
塗
ノソタールウレタ‘ノ トップコート仕上
げ
ノソタールウレタ‘ノ・緩衝材使用
4回塗5工程
ノンタールウレタ‘ノ 4回塗 モルタル

押え
ノンタールウレタ｀／ 7回塗 トップコ
ート

1,900 タールウレタソ 2回塗

2,600 I 3回塗補強布入り

2,100 下地調整付特許工法

2,800 同上補強布入り

2 200 

2,400 

2,500 

2,700 

2,700 

2,900 

4,500 

2,600 

1,950 

2,500 

2,050 

2,350 

3,000 

4,500 

2,800 

3,000 

3,500 

3,800 

均，保設モルタル別 30::lnf基年

”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 タールウレタソ系 非歩行用防水

200m2以上基準
タールウレタソ系屋上仕様(RC構造）
200対以上基準
タールウレタ ｀ノ系屋上仕様(RC構造）
20011{以上基準
タールウレタ‘ノ系 室内仕様
60吋以上基準
タールウレタソ系室内仕様
60m2以上基準
カラーウレタソ系 3色露出カラー仕上
200対以上基準
カラーウレタソ系歩行用防水 グレー
グリーソなど 9色 200吋以上基準

ノソタールウレタ‘ノ寒冷紗入
2. 5kg/ rrr コテ塗、ンルバー仕上げ
非歩行用
カラーウレタソ寒冷紗入 2. 5kg/ nf 
コテ塗トップコート仕上げ歩行用
ウレタン床材（歩行用） 2. 5kg／対
コテ塗
ゥレタソ床材（歩行用） 2. 5kg/ rrr 
コテ塗

タールウレタ‘ノ（保護モルタル防水用）

カーボンウレクン（

カラーウレタ‘ノ（露出用）
” 

タールウレタソ2:1 塗膜防水材仕様
2 200~2, 70012種，黒，伸び 700％以上 ゴムヘラ 2

回，塗り 3回
ポリウレタソカラ 一色6種露出型塗膜

2, goo I防水材仕様2種 6色耐候性 2,000時
間異常なし ゴムヘラ 2回

3,200 Iノンタ ール黒2:1塗膜防水材仕様3種



製品一覧

製 品 名 iメーカー I規
ディックウレタン 1 日本ラィヒホールド IDRC-2

格

`~ 
2

ノヽ
Im価
円
単
樹
共
価
ェ
準
材
標
（

備 考

” ” 

” ” 

DRu-2 

DRE-2 

3,750 I ポリウレタン塗膜防水材軽歩行カラ
ー仕上げ
特殊多彩模様（特許申請中／ボリウレク

2,550 Iソ塗床仕上弾性耐酸耐アルカリ良
好俊美

2, 800 | 2加厚・保護層仕上げ
// 露出防水 シルバー仕上

ユープレン 150S 吉田製油所 配合比1: 1 2. 0況

” 200S ” 1 : 2 2. 0況

” 250 ” 1 : 1 

” 1000 ” 1 : 1 2. 0況

” 110 ” 1 : 2 2. 0況

モル ミ ン Iティパ化エ（株） I2液型

ダイシールUT-310I日本化成（株） I厚 2mm 

11 UC-10 

ケミツルース UN Iシフカー建設工業（株）IUNー15

” 
” 
” 

サルコート 廿500

II G 

サン・ルーフィング
廿100
富士化学工業（株） Fー100工法厚2況

II 廿300I II I F — 300 II 

” 
” 

廿110

廿200

” UF 

” 
” 
” 

” 

” 
” 
” 

昭和石油
アスファルト（株）

SALI-C 

11 I S GL-C 

” 
” 

レ ッ プ sIラサ合成樹脂（株）

” 

” 

UNー 20

UNG 

UC 

Fー 110”

Fー 200 11 

防水塗膜厚さ2況（最底
パラックス El三井東圧化学（株） 1塗厚）トップコート仕上

必要（着色）

// G I // I 11 2況//

// F I // 塗膜厚さ 2況 // 

非歩行用（タール，ノ ソク ール，カラー）

歩行用（ノソタール，カラー）

ノソタールウレタン黒1: 2配合，非歩
2,600 I行（歩行用の場合はペラックスF又は押

えモルタルを施行の事）

2,800 
ノンクールウレタソグレー 1: 1配合

// (//) 

3,500 ウレタン床材 1 : 1配合 7色

フレックスコート 1 東海化学産業 |Fl（マット工法）2kg／面

F2（グラスクロス入り）

” F3（マット，グロス併用）

” 
” 

” 
” 
” F4 

2(,R50C0) ボリウレクソ軽歩行露出防水

2,000 ” クールウレタン水乎用

2,200 // 水乎用

3,000 ” 歩行用露出防水床用

2,200 ” カーボン変性水乎用

2,500 Iタールウレタン可使時間 1~2時間

2,000 タールウレタンシルバー仕上非歩行用

2,500 露出用 カラーウレタン カラー仕上

2,400 ノンタールウレタン簡易工法

2,600 標準工法露出シルバー仕上

3,200 強化工法

2,800 カラーウレタン

2,300 タールウレタン 2回塗 2況

3,100 ノンタールウレタン II 

2,000 クールウレタン

2,400 ノンタール

2,600 カラーウレタン

3, 500 I II 

2,600 

2,400 

3,300 

2,000 

［何れもノンタール

露出用は

lH（ハイトップ）軽歩行用800円／m2)上
乗

s （シルバー）非歩行用500円／m2せ

(51) 



製品一覧

製 品 名 I メーカー I 規 格 1標準価格（円／m2)
（材工共単価） 1 

備 考

ベルウレックス
us 200 I鐘紡合成化学（株） I厚 2 mm 

11 UM200 

11 UG 200 

2,650 Iクロス入り， 、ンJレノ：：：ー仕上

” ” 
” ” 

2,750 

2,750 

シーカフレックス TRI日本シカ（株） l厚 1.5~ 2 mm 

” 
” 
TRプライマー

TRシンナー

” 
” 

ハイセルTU-10 I東邦化学工業

11 T U-20 

11 T U-30 
” 
” 

2 kg／面クロス入り

// グレー

// クロス入り

日曹サンシール日本曹達（株） 2.5kg/11{ 

日曹カラーコート II II 

日曹カラーコート FI 11 // 

ダイフレックス防水
A-1 工法 大和高分子工業（株） 厚 2呪

A -2 11 I 11 I 11 

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

3

1

2

3

1

2

3

 

―
―
―
―
―
―
―
―
 

A
s
s
s
w
w
w
D
 

” 

” 
” 

打：2500

井：3000

h
 

U A-170 

U A-200 

RA-170 

RA-200 

” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 

” 

” 

” 

” 
” 
” 

// 

” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 

ハマタイトU-7000I横浜ゴム（株） IRCエ法（露出，非歩行）

GCエ法（非露出）

アクアコート廿1000 小松合成樹脂厚 1.5況

//丼2000I II I 11 l. 6 11 

// 2 // 

” 

（株）東京ポース工業社I厚 1. 7mm 

11 2. 0mm 

11 l. 7mm 

11 2. 0mm 

クロス入り，モルタル押え（砂・セメン'
ト）

クロス入り，グレ一色

630 タールウレタン， 2液混合型． 2層塗布仕上

880 下地処理用プライ マー

370 プラ イマー用溶剤

0

0

 

0

0

 

5

5

 

9

9

 

2

3

 

タールウレタ‘ノ，、ンルバーコート

カラーウレタ‘ノ，ジルバーコート，軽歩
行用

2. 700 Iノソタ ール

2,5)0 タールウレタソ 2層仕上

3,150 カラーウレタ ‘/2層仕上

3,500 床用カラーウレタン／

2,200 I 2回塗り ノソタールウレタン

2.500 ， ” 
2,800 

2,600 I 3回塗り

2,800 

3,200 

3,500 I 4回塗り
3,800 

4,200 

2. 700 Iプレハブ防水

3,600 

” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 

3,100 I 
ボリウレタ‘ノ系 2液 2回塗り（クロス
入り） 色グレー

” 

2,000 タールウレタソ保護モルタルエ法

2,800 ノソタールウレタ｀ノ非歩行用露出工法

0

0

 

0

0

 

5

0

 

9

,

 

3

4

 

2,100 

2,500 

2,600 

3,000 

ノンタールウレタ ‘ノク ロス入り軽歩行用
工法

” 

ウレボソU タール (1: 1)モルタル保
護仕上別途歩行用

// 

ウレボ‘/R カラー仕上 (1: 1)露出用

” 
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製 品 名 lメーカー I規 格

S N-170 

S N-200 

11 I 11 l. 7mm 

製品一覧
| 

1標準価格（円／mり立江共単価）~I 備 考

2,300 Iウレボ` ノN ノソタール (1:2)、ンルバ
ー仕上露出用

” 11 2. 0mm 2,800 

l • 

フローン＃11I東日本塗料 i厚 1.5況， 2kg/m2

” 
” 

#35 

#22 

ウレタイル

” 
” 
” 

” 
” 

厚 1.5況，本材 2kg/ m 

ダイシール UT310 日興レジン工 業
NL-EP-1工法，

厚2.5呪

II II I/ 2工法，厚1.3閃

// I // I // 3 A工法，厚2.0呪

// I // I // 3 B工法，厚2.0呪

// I // I // 4A工法，厚2.5呪

// 1 // I // 4 B工法， 厚2.5呪

// I // I // 10工法，厚2.5呪

ダイシール UC-IO I // I // Cエ法，厚2.5呪

ソフラン RI // 、JK、ンームレス，厚2.0呪

ウレシー）I, HC 科研塗垢（株） 厚 2.0呪n

II T-3 II II 

” 
HU  ” ” 
” 
R-1 ” ” 
” 
R-2 ” ” 
” 
T.D ” 厚 3.0況

、リオネート武山工業（株） A-1工法，2 kg／吋

” ”  
A-3工法．2.5kg/ rrl 

” ” 
外壁工法， 1．2kg/m2

” ” 室内床工法，2 kg/ nf 

エポロプルーフ イサム塗料（株） ② ?.～3 kg／対

” ” ” 
” ” ” 
” ” ” 
” ” ” 
” ” ” 

レスキュードウレタン 光清化成建設（株） 1m2，厚 2況

イチミックス防水材 ” 
18£ 

(53) 

3,000 屋上防水用カラーウレタン，金コ｀テ仕
上， 軽歩行用， 6色

2,700 ノソタールウレタ‘ノ，金ゴテ仕上，非歩
行用， グレー

3,800 化粧床用カラー ウレタン，金ゴテ仕上，
歩行用，6色

4,500 壁面用カラーウレタ｀ノ，下・中・上塗，
壁面用，各色

J

o

j

o

0

)

0

0

)

 

0

)

0

5

-

」．J

へd"
）
．

）

）

9

1

0

り

3

6

8

8

8

9

9

9

9

9

9

 

.. 

9

9
 

CJ

2

3

3

Q

`

3

3

3

?

 

2,0)0 

1, 8::JO 

2,000 

2,600 

2,400 

3,000 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

1

5

7

5

 

'

，

'

,

 

2

3

2

2

 

硝子クロス入り，ノソタールウレタ‘/3 
層仕上保護モルタル歩行用

2層仕上，保護モルタル

ノソタ ールウレタ‘/ 4層仕上， 、ンルバ
ー仕上，非歩行用 ！ 
3層仕上，保護モルタル室内（厨房
等）

5層仕上， シルバー仕上非歩行用

4層仕上，保護モルタル 歩行用

硝子クロス入り 3層仕上，、ンルバー仕I
上 非歩行用 l 

カラーウレタ ソ 2層 仕上軽歩行
用 I

吹付防水，厚み制限なし

I 
ハイカーボソウレタ｀ノ特殊硬化剤，非歩
行用

ノソタールウレタ ‘ノ，非歩行用

ハイタールウレタン，非歩行用

カラー仕上，露出用

” 

” 

カラー仕上，特殊工法，歩行用

ガラスクロス張，ジルバー塗， 露出非歩
行用

ガラスクロス張，カラー仕上，露出歩行用

カラー仕上（足場別途）， 露出用

カラー仕上，露出用

2, soo I乎面用，カラー， 露出軽歩行用

3,200 

2,300 

2,200 

2,000 

3,700 

2,500 

1,800 

垂直面用，カラー，立ち上がり面，斜面

HCハイカーボソ カラー又はシルバー
仕上
NTノソタール，カラ ー又はジルバー仕
上

T-100タール， 保護モルタル

吹付タイル， 壁面吹付ガソ，各設計指定
色

モルタル防水材



製品一覧

製 品 名 I メーカ ー I 規 格 1標準（価格円／m2)
-（材工共単価） 1 

備 考

レクロンシート

コーセーライト

” 
” 

ソフラン UT-20 
シールUT-301日本ソフラン化エ（株）

” 
UN-20 
UN-30 

” 
UG-20 
UC-30 

” 
UG-20 
UG-30 

” 

” 

” 

厚 1況

l m2，厚 2.6況

2 kg工法
3 // 

2 kg工法
3 // 

2 kg工法
3 // 

2 kg工法

” 

2,500 1合成ゴムヽンート

3,700 ウレタソジート併用防水

000600100700400250600500 
99999999 

22222323 

ニッショーコート 日商化成（株） SM3335, A工法厚， 1.8況

” ” 11 AS工法 // 

” ” 
//（絶縁）B工厚法2， 

. 4況

” ” 11 BS工法 // 

” ” 
S M8885, Cエ法厚， 

2,0況

” ” 
11 CS工法，//

” ACエ工法:， ” ” 1. 8況

” ” 
SM3000, N 

0.8況

グランドシール＃2900

グランドシール廿1000 日立化成工業（株）
GK-RCエ法，
厚1.5%, 1. 8kg/ rd 

// I // 
GK-Rc王羞
厚2.0況， 2.5kg/ rd 

GKT-ALCエ法，
厚2.1孟 2.7kg/ rd 

GK-RCエ法，
厚1.5況， 1．8kg/m2

GKT-RCエ法，
厚2.0況， 2.5kg/ rd 

GKT-ALCエ法，
厚2.1況， 2.7kg/ rd 

” ” 
” 

” ” 
” ” 

2,100 

2,400 

2,700 

2,400 

2,700 

3,000 

ES-S防水工法 lエイコー産業（有） i厚 5況非歩行露出（断熱）
厚1.5況保護

モルタル打ち

厚2.0況歩行用露出

厚6.0況 ／1 （断熱）

ES-M 11 

ES-D  ” 
ES-DP 11 

” 
” 
” 

2,000 タールウレタソ 2回塗り

2,300 
” 

、ンルバー仕上

2,500 
” 

2,800 
” ジルバー仕上

2,300 カーボソウレタソ 2回塗り

2,600 
” ジルバー仕上

3,000 カラーウレタ｀ノ 2回塗り

1,400 ネオプレンハイバロソ弾性層， 3回塗り

3,000 

3,500 

｝タールウレタ‘ノ

｝アスファルトウレタ‘ノ

｝グレーウレタ‘ノ

｝グリーソウレタ‘ノ

寒冷紗入り，タールウレタン， 3回塗
り，黒色

// // 保護塗料仕上

” ” ” 
I1 ノソタールウレクソ

3回塗り，黒色

II II 保護塗料仕上

// 

” ” 

1,800 ボリニチレソツート，ボリウレタ｀ノジル
，，ヽ一

1,800 寒冷紗張りポリウレタン2回

ゴムツート，ボリウレタンカラー 2回

ボリエチレ‘ノツート，ゴムシート，ボリ
ウレクンカラー 2回

(54) 



会員名簿
昭和50年10月現在

左から会員名 ・所在地 ・〒 ・電話 （代表）

． 原料部会
三 洋 化成工業株）

第一工業製薬株）

武田薬品工業騎東京支店

東邦化学工業掬

日本ソフ ラン 化工株）

日本ラィヒホールド聡

保土谷化学 工 業鞠

三井日 曹ウレタ‘ノ蛛）

●加工部会

アイカ工業騎

イ サム塗料飼

誅）エービーシー商会

鞠 A.Rセンター東京支店

株）オリエント

科研 塗料株）

鐘紡合成化学飼東京支店

小松合成樹脂誅）

三和 塗料株）

昭和高分子誅）大阪支店

昭和石油アスファルト鞠

新東洋合成株）

大和高分子 工 業総

中外商工総東京支店

テイ パ 化工誅）

観東京ボース工業社

東海化学産業飼

日商化成鞠

日本化成鞠

日本シカ鞠

日本曹達鞠

日本特殊塗料鞠

日本ヘルメチックス翰

日本ラィヒホールド聡

日立化 成 工 業鞠

東日本 塗 料飼

富 士化 学 工 業鞠

保土谷化学 工 業株）

マグナ工業総

三井東圧化学鞠

京都市東山区一橋野本町11ー 1

京都市下京区西七条東久保町55

東京都中央区日本橋 2-12-10

東京都中央区日本橋蠣殻町 1-11

大阪市西区江戸堀上通2-5

東京都中央区日本橋通3-7-:::oデイックビル

東京都港区芝琴平町 2-1

東京都港区赤坂 4丁目 13-13東亜赤坂ビル

愛知県名古屋市中区丸の内 2丁目20-19
タキヒヨ ービル20F

605 

600 

103 

103 

550 

103 

105 

107 

460 

大阪市東淀川区三津屋南通4-10 532 

東京都千代田区永田町2-12-14 100 

東京都港区新橋 6-1-1 秀和御成門ビル 105 

福岡県大牟田市三坑町8 836 

東京都大田区大森西 4-1-5 143 

東京都品川区五反田7-22ー 17TO  Cビル 141 

千葉県野田市中里222 中里工業団地 270-02 

東大阪市水走170 578 

大阪市東区京橋 2-15松村ビル 540 

東京都品川区南大井 1-7-4 140 

大阪市西区阿波堀通3-54 550 

東京都文京区本駒込6-15-12第 6六義園ビル 113

東京都台東区東上野 3-22-1上野第一ビル 110 

大阪市東淀川区下新圧町2-263 532 

東京都荒川区西日暮里2-45-2 116 

神戸市兵庫区下沢通8丁目 4-8 652 

大阪市東区内淡路町2-9-2丸作ビル 540 

大和市下鶴間乙6号ー2758 242 

乎塚市長瀞 1-1 254 

東京都千代田区大手町 2-2-1新大手ビル 100 

東京都北区王子5-16-7 114 

東京都品川区西五反田 2-31一 8 141 

東京都中央区日本橋3-7-20デイックビル 103 
東京都新宿区西新宿2-1-1

新宿三井ビル（私書箱233)
東京都葛飾区堀切3-12

東京都中央区八重洲 1丁目 8-17

東京都港区芝琴平町2-1

東京都渋谷区代々木 1-31

東京都千代田区霞ケ関3-2-5霞ケ関ビル
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160 

124 

103 

105 

151 

100 

075-541-4311 

075-313-5131 

278-2780 

668-2271 

06-441-8801 

272-4511 

502-0171 

585-6191 

052-202-6966 

06-302-5801 

507-7039 

434-8411 

09445-4-3111 

763-9751 

494-2741 

0471-29-3121 

0729-62-0885 

06-942-2201 

761-4271 

06-541-1931 

947-4411 

834-6241 

06-328-1118 

801一1151
078-576-2095 

06-941ー 7385

0462-61一7245

0463-21一1101
211ー 2111

913-6135 

492-3677 

272一4511
346-3111 

693-0851 

271一2271
502-0171 

370-2211 

581一6111



モルナイト興業誅）

横浜ゴム株）

鞠吉田製油所

ラサ合成樹脂掬

東京都新宿区市谷田町 2-7東ビル

東京都港区新橋5-36-11

東京都台東区上野 3-26-1

東京都千代田区岩本町 2丁目3-1
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914-1571 

02575-7-8086 
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932-7909 

462-5341 
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433-8485 

0888-45-3763 
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552-6101 
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0472-53-5268 

075-672-0161 
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264-1031 

0888-32-8143 

011ー 751ー 3033

719-9271 

0467-82-6813 

311-5447 

260-0321 

828-4493 

997-4456 

717-2332 

0542-81-5911 

0258-27-5345 

0542-46-2589 

0552-35-3551 

916-1919 

200-2877 

883-3131 

862-9062 
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姫路市砥堀400

北見市南仲町3-7-39

名古屋市千種区若水町3-26

東京都豊島区東池袋 4-20-8

山口県宇部市明治町 1丁目 8-1

東京都港区北青山 1-2-18 401号

東京都豊島区駒込 1-7-4

高松市今里町374-5

大阪市南区塩町 1-7

横浜市保土ヶ谷区初音ヶ丘37

和歌山市和歌町27

東京都杉並区和田 1丁目43-5

東京都千代田区神田司町2-15山正ビル

札幌市北区北十八条西 4-21

東京都千代田区神田佐久間町 4-14岩崎ビル

高知市愛宕山14番地 1

東京都中央区京橋 1-5

東京都練馬区富土見台 4-43-5

東京都中央区八重洲4-3大和銀行新八重洲ビル

市川市二俣町53

大阪市平野区長吉長原東 1丁目 6-10

いわき市内郷綴町一の坪9

横浜市港北区篠原西町25-1

東京都中野区中野 1-55-7

東京都港区新橋 5-7-13仲井ビル

大阪市此花区酉島 1-1-2

東京都千代田区神田小川町3-28三東ビル

立川市錦町 1-15ー 28

東京都荒川区南千住5-5-10

東京都千代田区神田和泉町 1-11

東京都北区十条仲原 2-12-6

東京都新宿区中落合 3-27-23

大阪市浪速区桜川 5-2-8 田坂ビル

伊勢崎市柴町540

大阪市住之江区安立 1丁目11-11
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760 

542 
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065 
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780 
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103 

272-1 

547 

973 
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164 

105 

554 
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190 

116 

101 

114 

161 

556 

372 

559 

0792-64-0601 

01572-3-4155 

052-761-6181 

983-9574 

0836-31一4378

402ー 7401

945-3906 

0878-62-2290 

06-261-3894 

045-333-6676 

0734-24-5234 

382-3261 

294-3077（代）

011一721-0178

851一6798

0888-75-9497 

561-7535 

998-8721 

271-6781 

0473-35-4454 

06-708-7651 

0246-26-3588 

045-421一6348
369-4238 

437-5417 

06-462-2288 

292-1961 

0425-25-6730 

802-4751 

862-8461 

906-1501 

954筑2611

06-561-6601 

0270-32-1288 

06-671-9121 

． 賛助会員
イハラケミカル工業総

酒井産業株）大阪営業所

蛛）東宝商会

日曹建材工業諒

ヤク、ン化成蛛）

和歌山精化工業株）

東京都中央区京橋 2-1

大阪市北区堂島船大工町14日照ビル

東京都千代田区外神田 1-6-3

東京都港区六本木3丁目 16-26

東京都中央区日本橋小舟町 1-3

和歌山市小雑賀501ー 1

104 

530 

101 

106 

103 

641 

561-8321 

06-345-1957 

255-3801 

582-2841 

663-3251 

0734-23-3247,.._,9 

(57) 



編 集後 記

大和高分子工業（株） 専務取締役

平原信 隆

今度ここに協会会誌＜ゥレタン防水＞の創刊号を発行することになりまし

た。

本誌の発刊に当って， PR委員長の役目柄から，私が編集責任をお引受けい

たしましたが，正直に申し上げますと，初体験で，まことに心許なく，覚束な

い心持ちで進めてまいりましたが，幸い，関係各位も沢山のご寄稿を頂き，

またお力蔀えを頂きまして，ここにこうして，よう ＜，ー誌をまとめ上げる

ニニニの発展のーステノプを画するも；となることを念しつつ，

ご協力を頂きました関係各位に心からお礼を申し上げます。

さて，本誌はもとより協会の機関誌としての役割りを負うもので，協会員相

互の情報や意見の交換の場であり，協会本部からの報告，伝達の場であり ，ま

た，協会にかかわりのある識者 ・学究から教化・啓蒙を受ける場であることは

言うまでもなく，追々 PR誌としての役割りも兼ね備えて，協会が広く一般社

会へつながる場ともならなければならないと心得ます。

次号は来年5月に発行を予定いたしておりますが， この小誌が，協会員相互

問の親睦の掛橋となり，また協会と広く一般社会との間の強 くて大ぎな掛橋と

なるよう，さらに編集内容を充実させるつもりでおりますので，ご協力をお願

いいたします。

なお本号についてお気付きのことがございましたら，今後の編集の糧といた

しますので，何なりとお申し越し下さい。

最後になりましたが，本誌のために広告をお寄せ頂きました各位に， 心から

お礼を申し上げ，今後ともにご協力をお願いいたします。

本誌PR委員 編集•発行
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一
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〉

音

昭

春

伸

逹

製作協カ・広告取扱

印刷所

日本ウレタン防水協会

東京都港区西新橋 2- 2-10（和晃ビル）

〒105 TE  L. (03) 591-5839 

株式会社広苑社

東京都千代田区飯田橋 4-7-11

（カクタス飯田橋ビル）

〒102 TEL. (03) 264-3511 

株式会社チュー エ ッ 東京工場

(58) 



I ョッヤ防水は完全責任施工です _- I 

ミリオ太ートSA
露出防水3芦厚ガラスクロス補強

ミ1rオワゥシゥこノ
歩行用防水3芦厚弾性舗装

ミ リオ7Jレー7
無公害防水カラー仕上自由

ミ り「 オペ 7
トーレペフ使用の断熱防水

ミリオネートRF

ロ /l' 
塗り床の決定版2天厚

フ ク ン
歩行用防水6%厚弾性舗装

ミリオネート SA（ガラス クロス補強3嗚厚）11,500M2

安森建設昧図書印刷沼津工場作業所

ョ ッヤ防水株 式会社
本 社〒161東京都新宿区中落合3-27-23四 (03)954-2611（代）

東北支店〒970福島県いわき市平字新川町7合 (0246)23-4161 

京都出張所 〒601京都市南区東九条 中御霊町61合 (075)671-2425 



11111 ~ 
施工
■コーキング工事
■ポリサルファイト
■ポリウレタン
■アクリル・プチル・油性•その他

■各種新築補修防水工事
日本ウレタン防水協会会員

日本ウレタン防水工事業協同組合員

日本シーリング工事業協会員

日本添加剤工業（樹代理店

ARシーリング会員

東京都知事許可（般ー47)第2238号

光栄工業株式会社
東京都練馬区上石神井I- 4 3 2 

乞 (03)928-22 7 1代）

販売
■防水資材
■壁材、床材、断熱材、外装材等

竺言：レタン樹脂等

.各種消火及各種防災避難器具

■各種防災設備の設計施行
■その他上記に関連する製品

光栄商事株式会社
東京都練馬区上石神井I- 4 3 2 

四 (03)928 -5852. 5g'53 

アワアコート
●アクアコート品番

アクアコート＃1000・・タールウレタン防水材

アクアコート＃ 2000• •• ノンタール防水材、各色

アクアコート＃ 2500•••ノンタール軽歩行用防水材

アクアコート＃ 3000••• ウレタン塗床材

アクアコート＃ 7000••• エポキシ塗床材

アクアコートプライマーS

アクアコートプライマーMT

天小松合成樹脂株式会社
本社・工場 千葉県野田市中里 22 2 合 0471-29-3121

営業所東京都台東区柳橋2-15-3 合 03-862-108 ! 



●樹脂防水

●ウレタン防水

●シート防水

特許工法

同時打防水・金属西入防水

AR防水・バンテックス防水・ストップシート防水

e ―- 臼゚゚悶；48「―ー：：［：；：：（：：二：『―ー：：：：
本社東京都渋谷区代々木l丁目31番13号 大阪 (06)361-3045福岡 (092)651-0124

TEL(03)370~22l ¥（大代） 延岡(0982)32-4961鹿児島(0992)22-5328 

ESー防水工法（断熱、防水工法）は、
屋上を水と温度から守ります。

●構造体（屋上）を夏の暑さと冬の寒

さから保護することが防水層をよ

り安定させる…

●新築の防水にも

老化した建物の保護（老化防止）の

為にも...

ESー防水の工法がお役に立ちます。

●非歩行用の屋上の防水にも ●天囲の結露防止の為にも・・・

歩行用の屋上（ペランダ）の防水にも・・・

エイコー産業有限会社
〒700岡山市富田299の4ft(0862)33-:-I 377 



： 

防水施工工事
【営業品目】

汐沢和研M和研砂和？
§●左官モルタル工事

~•5主入工事
5 
ゞ｀ン一，卜防水工事
りり迅代代凡代凡代かりがAi迅

■東京都知事認可（一般49)第12472号・

サンコーレジン株式会社
本社東京都杉並区高円寺南 3- 42 - 19 〒166

T ・ E L 03 (31 1) 5 4 4 7 
03 (31 1) 2 4 9 0 

茨城県取手市井野団地 4_:_18-5
T E L 02977 (2) 7 6 7 6 

連絡所 0 3 〒302

総合防水工事業
屋上防水から
地下防水工事まで

1 建設業者許可（般48)8027号j
闘譴

本社

良
所
戸
所

業

業

奈

営

神

営

荏Iy工技研工業
大阪市平野区長吉長原東 1丁目 6番 10号
TEL06 (708) 7 6 5 1（代表）

天理市杉本町 2 3 3 番地
TEL07436 (2) 4 4 6 2 

西ノ宮市上ヶ原 4番町 3丁目 3番 2 0 4号
TEL0798 (52) 7 3 9 2 



鬱 ー・ • --L U 9. 

ガラスワロス張り
●ミリ万ネー心防水工‘‘去(I 非歩行用・

●ミリ刀字一ド外壁防水

●屑謄白処理工法

•口こシー

凜事鵡事鵡事鵡事鵡叩ロ事蹟渾馘事誠軍事mg

｀ 
8 

§武山工業株式会社｀
； 

i § 代表取締役 ； 
社長山根勝吉§
§ 

； 
§ 

．．．本社山梨県甲府市幸町 26 - 12 I 

賃
.. TEL0552 (35) 3 5 5 1 （代；

月
心事コ渾訛乞事心霞事氾霞事曰渾欲拿事心事コ渾欲食事四mE:



I n r の第6772号 日本工業規格表示許可ー場 I

かわ令◇令令吟◇＠0◇◇令◇◇◇令令令◇◇◇令◇吟令◇◇◇令◇◇か舷令◇令令令◇令令◇令令令◇◇◇令砂

江戸川
“雌加出ぇ；

本社東京都江戸川区平井 5
工場電話 (612) 4131-3番

大阪大阪市鶴見区今津北

工場電話 (961) 763 

9〒|32

7
 

- 38 

＼̀`亨、、、`、
菅野芳之助商店
東京都目黒区南2-10-16〒|52合 (03)717-2332



ウレタン防水材

口フレーフ
カラー（平面用、垂直面用）

ノンタール（ハイカーポン）

壁面吹付タイル

シーリング材

工ロコ—ワ C -20 （低モジュラス）

C -50 （一般用）

ウレタン弾性塗床材

工拿口l

’"―IJン99L9ンソリッドカラーデスパーカラー

イ勺ム塗料積式会紅：社
東京工場云03(969)2131-8 

ff03 (302) 580 I -5 
阪工場 名古屋工場ff052(502)0136（代）

日本ウレタン防水協会加工部会
滋賀工場 九州工場ff092(881)0135-6 

滋賀営業所
ff07756(2) I 360-4 

仙台出張所ff0222(51)9 5 8 6 

ウレタン塗膜防水材

弓訟』駅翌函翠席念000

『＇ルZZ道

厄＇
昭和石油アスファルト株式會社
本社・営業所東京都品川区南大井 I- 7 - 4 ft03(761) 4271囮
大阪営業所大阪市北区樟田町 27（産経ピル）ft06(341)6395'1tl 
名古屋営業所 名古屋市中区丸の内1-17-19（長銀ピル）ff052(231) 6568 

新潟営業所新潟市平和町 4 -'・ ffil252~74)?561 的
揖岡出張所橿 岡市 絹場町 2- 2（揖岡第一ピル）ft092(291) 0008 



一 1RENI 
オーコL,:,
オリエン／り屈爪

eニ,1;：貫［謬臼叱乞五環石問如環三疇 星`｀困〗書〗｀贔｀；t;;蒻t:：:藷羅組五1鱈1111〗口
〔主剤〕 P-860 〔主剤〕 P-502
〔硬化剤〕 MC-306 〔硬化剤〕 BC-207

株式会社” リ］t,ント
本社

工場
（営業部）

福岡県大牟田市三坑町8番地合(09445)4-31 I I番

福岡県大牟田市新開町2番地も(09445)2-7526番
(09445)4-3113番

＇
ー

＇旧化

＂

9建物にウレタン
浄水場や

I耐蜘應廊
工ホキ/

翻中央コンクリート防水
営業所東京都豊島区東池袋 4-20 - 8 
工事部 TEL (03) 983-9 5 7 4 （代表）
本社東京都中央区日本橋室町 2 - 4 

（共同新室町ピル中央化成（掬内）
TEL (03) 241-2 I 8 I（代表）



防7炉ウレタン
ウレタンは糾屯ウレタンの

ンヽ,...7 
非歩行用工法・歩行用工法

お問合わせは

②B召和高分子椋式会社
大阪支店工材部

大阪市東区京橋 2-15 TEL942 - 2 2 0 1 

●樹脂塗膜防水工事

●アスファルト防水工事

●各種ラス張工事

●建築資材販売

コスと防刀
令住友商事昧推薦工事店・ニチラス全国工事指導店

株式会社月畠 緑
本社●大阪市住之江区安立1丁目11番11号〒559

匹 06(671)9192 • (672)0368 • (672)5576 

営業所●ft06(678)5570 



■ 

タやシール
●ダイシールの特長

ダイシールUT-310

1. 塗膜がやせない防水層

2.構造変化に強い伸縮l'I:
3.冷工法で作業を短縮

●ダイシールの種類

品

ダイシール U T-310 

ダイシール UC-10 

ダイシール UC-50 

ダイシールプライマー A

ダイシールプライマー B

名

ダイシールUC-10

1.美観に優れた防水仕上げ

2. 長期暴露 に強い耐候性

3. 無流下型に変性可能

夕 イ プ

ウレタ ンタール

ウレタンカラー

/I 

ー液型ウレタン系

二液型エポキシ系

ダイシールUC-50
1. 色彩豊かなシームレスフロアー

2.塩ピ タイルより強い耐摩粍性

3.やわ らかな歩行感触

配合比 適 用

100 : 100 防水 用

100. 100 防水 用

100 : 100 舗床用

乾燥面用

100 : 50 湿潤面用

一鼠胤i]［|冒「l［冒[[][］言］冒IIIII|IIIl|『1I|I1||III|1||』||||]III]||『]I||『［］[］[I[I[I|1[II||[『|||III|］I||『II|||II|』『『」I|-［言』［冒ー一二言一 ］IIIl]]［『］［冒［］IIl[］[1l|［冒］『1|［］］［11[][I［］[I]［I『[［昌］』-雪

日本化成株式会社本社・工場 神奈川県大和市下鶴間2758番地云大和(0462)(61) 7 2 4 5（代）

ウレタン防水材料
●シート防水材料

●シーリング材料

●エポキシ樹脂配合材料

．呑ヤクシft:Jil樵式会狂
社東京都中央区日本橋小舟町l丁目3番地合03(663)3251（大代表）〒103

大阪支店大阪市西区京町堀1-156（中谷ビルSF) 合06(443)904|（大表）〒550

北九州出張所 北九州市小倉区大門2-1-10（江ロビル）合093(561) 6 0 2 2 〒803
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r--------------
l 寒地に合った防水工法 l ―’ 
_
_
_
_
_
_
_
_
 

► ウレタン塗膜防水

現場の状態によい 10種類以上のエ

法が有ります。

►セリノール塗布型浸透性防水

地下の止水工事から防水工事まで、

コンクリート自体を防水ソウに変

えます。

► 旧屋上防水の補修工事には

エア貫き絶縁工法を御進めします。

旧防水ソウと新防水ソ

ウの間の水分を絶緑

切断部分を通リエア

゜

中

法

気

工
リ

る
ょ

ゃ

プ

て

イ

し

。、
¥

"

＼

ノ

カ

き

逃
貫

ヘ9

A

 

_
_
_
_
_
_
_
_
 

工施任責

第ーブロック建設株式会社防水事業部L 北見市南仲町3丁目 7-39 合（0157) 23-41 55 ------------_＿」
土也下から屋根まで

±*•建築ユーザーと共に考え、共に歩む

総合防水

〇北原建材工業株式会社
本社東京都渋谷区円山町20-1福島ビル 合 (03)462-5341

出張所 東京西部 (03)307-1661 ・東京束部 (03)694-6494 

千葉 (0472)22-3161・仙台 (0222)63-0421

青森 (0177)22-3801

|し:，．, 1 9 1t’-,―口' rii J,’',  I 



ゥ

ア
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レ

ス

ィ

タン防水
（科研塗料キングファミリー会会員）

ファルト防水
（日渥アスファルト防水協会会員）

ト防水
（リベットルーフ他）

アス防水
（日本ハイアス事業協同組合会員）

"Ill胃Ill"Ill胃Ill"Ill胃Ill胃Ill胃Ill胃111胃Ill"Ill胃Ill胃111胃Ill"Ill"Ill胃111胃Ill"u"Ill"Ill"Ill"Ill"Ill"“"Ill"U胃U"Ill胃Ill胃Ill"Ill,Ill"Ill胃Ill"

"Ill"“"Ill"Ill"Ill"Ill胃Ill"Ill"Ill,Ill,Ill胃“"Ill胃Ill"Ill,Ill"Ill"“"Ill"Ill胃“"Ill胃Ill"Ill"Ill"Ill胃Ill,Ill"Ill,Ill胃“"Ill"Ill,Ill"1119l

中 央(P)タイル

トキワ産業株式会社
〒755山口県宇部市明治町1-8-1合 (0836)31-4378

⑮
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•••... ••••... 

＜責任施工〉

●ウレタン防水工事

●アスファルト防水工事

●耐酸モルタル防水工事

●各種樹脂およびゴム防水工事

●エポキシ樹脂注入工事

大勝工業株式会祗
東京都新宿区百人町2-3 -10 〒160 電話03(200)2877（代）
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適所に、豊富な適材を…••

ユー“'コa-11-ュー 7゚L:;;
ユーコー '71
J［ヽ1II，，[J/;:;;

全天候型弾性ワランド材

ウレタン系防水、床材

ウレタン・エボキシ系目地材

エボキシ系床、ライニンワ材

班
淋式含社芸iEB毒邊れ由『斤
本 社／東京都台東区上野3-26-1 ff(834) 4171〔大代表〕

川崎工場／川崎市川崎区浮島町11-2 合川崎044(288)5522〔代表〕

日本防水工業株式会社
代表取締役 多員 崩§ 計ミ 巌i
東京都練馬区富士見台 4 - 43 -
TEL (990) B ア 2 1 ~5 
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レクロンシート防水 レスキュード防水

イチミックス防水

＠石泊1名贔設株式会社讐鸞嘉野。81,？信―,'。52

I―
 ●バラックス ウレタン塗膜防水

●三 星ガムロン防水

●三 星シングル防水
プスファルト防水

"Ill"“"“"＂"U"U,u"U胃Ill"“"Ill胃""u"M"“"M"Ill"“"Ill"u"“"u"“"u"U"U"U"“"“"u"u"U,U"＂＂U胃“"“"U"U"“"“"“"Ill"M"U胃U"Ill"“"u,M"U"U"“"u"u"“'u"u"U"u,u"u"u,U"U胃u"Ill"U胃U"“"U’’

責任施工

成瀬瓦工業（有）
。【防水工事部】

本社／和歌山市和歌町27<TEL0734 { 24) 5234代）
支社／大阪府泉南部阪南町鳥取 TEL0724 (72) 0158 

一

1• "'●I 
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千葉県知事許可（般48)第5013号 I

各工事
施工
代理店

ヌカノブ

闘糠信泄青工事
本社千葉県市川市二俣町 53番地

合市川 (0473)35-4454 ・ 4444 

(0473) 36-0392（夜間専用）

船橋千葉県船橋市藤原町3-4 7 4 -96 

営業所合船橋0474(38) 5195 〒 273
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本社東京都葛飾区堀切 3丁目25番8号
TEL 03(693) 0 8 5 I（代表）

工場埼玉県加須市南篠崎I丁目 13番地
T E L 0480 (62) I 5 I 5（代表）

・隅匿疇園圃喝賢憬霞' -

日立塗＇）防 1lIfn
，，ヲンドシーILR

一グランドシールは、ポリウレタン樹脂を基材にした 2液性常温硬化形の塗り防水材です。

塗るだけで継ぎ目のない弾性に富んだゴム状

皮膜ができます。従来のアスファルト防水、

モルタル防水などに代わる新しい塗り防水法

●耐亀裂性にすく＊れています。 です。保護塗料ハイスターを卜、ノプコートす

●耐久性にすく＊れています。 ることにより、カラフルな仕上げにするとと

●作業性にすくれています。 もに、防水層を太陽光線から保護することが

●建物の軽量化に役立ちます。 できます。

B.ii:1t成工業株式會社 （本社）東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ピル内私書箱第233号li!ii160TEL東京(03)346-3111大代
（営業所） 東京 ・ 日立•新潟・大阪・高松 ・名古屋 ・ 金沢•静岡 • 福岡・広島・仙台・札幌（出張所）松本・穂高·下館•岡山・浜松



協力広告掲載会社

（順不同）

日本ソフラソ化工俯菊

保土谷化学工業輯
三井日曹ウレタン飼

三井東圧化学仰

科研塗料（掬
日本ラィヒホールド飼

三洋化成工業飼

武田薬品工業（掬
東海化学産業跨

日本特殊塗料（掬

飼高知特殊止水工事セソター
イハラケミカル工業仰

日東紡績翰

第一工業製薬（樹
日商化成跨

三星産業飼

新東洋合成（樹
日立化成（株）
（株）脇阪

安住防水跨

光栄工業(+*)
新富土燃焼工業闘
東邦化学工業（掬

国峯砿化工業闘
藤猥青興業（粉
諒ARセンタ ー
鐘紡合成化学工業仰
横浜ゴム闘
武山工業観
ョッヤ防水（株）

日本曹達闘

大和高分子工業(t菊
イサム塗料（掬

日曹建材工業跨
サ‘ノコーレジソも菊
⑰ノゾ工技研工業

跨東京ボース工業社
マグナ工業(t菊
ェイコ ー産業（有）
諒オリエント

跨中央コソク リート防水

江戸川製缶輯

御糠信猥青工事
東日本塗料闘
昭和石油アスファル ト（株）

日本化成(t菊

北原建材工業（樹
光清化成建設蛛）
大勝工業仰

第一ブロック建設
日本防水工業跨

昭和高分子跨

成瀬瓦工業諒
紛吉田製油所
菅野芳之助商店
中央Pタイル， トキワ産業跨
小松合成樹脂跨
ヤクシ化成紛
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塗膜防水材

ウレシ~-Jぃ
（スピリットのあるウレタン）

日本住宅公団指定HC

翁 URESEHL 
H -C （ハイカーボンウレタン）

H -U  （ハイタールウレタン）

T - 3 (ノンタールウレタ ン）

R （カラーウレタン）

R - 2 （カラーウレタン）

U・C- 1(ウレタンシール材）

.U• C-2（ウレタンシール材）

MG-I（一液湿気硬化シーラント材）

塗り床の王様

キンゲ7ロア一＠
ファミリー i 

（センターシステムの責任施工）

響 KING FLOOR 

ウレタン糸 エース (A)防塵0.5以下
デラ ックス (DX)厚塗 り 1-2ミリ
ゴージャス （G)超淳返 り5-15ミリ

キングマスター全天候テニスフ ィルド用

エボキシ糸リ ッチヒー プ (P-221)防塵用
フロア 1042 厚塗 11 Iミ リ

,、 2357 " 

" 253 " 
リッチカラーモルタル超庫益 り

バーマライトモルタル模様入 り

ジ ュエル Uウレタ ン用（宝石模様 ）

ジュ エル Eエポキシ用（宝石模様 ）

オルガーゼイションから
開発さ了ば浅斤製品です

フロアー用・・・・・・

工ポリッチR
・o EPORICH 

リッチプライマー (M-213)湿潤カラス 用

ウェ ットライナー (s-213)濡水面、密室用

リッチレ ジン (SP-542)

リッチパテ (P-351) 

リッチメタル (F-6 22) 

リッチタール (s-2 22) 

リッチグラウト (SP-522 B) 

リッチライト (2260、6206不飽和エポキシ ）

アフロ＃ 1アフロ N （直接乳化工ポキシ）

（彫刻タ イル用）

樹脂化シート材

Pp網状不織布特殊樹脂化
ゴムアスファルトコンバウント

アスロンシート＠
（自着成膜常温工法）

AS-LON SHEET 
アスロンンート
（樹脂化ゴムアスフ ァル トルーフィ ンク）

明8への豊かな

生活環境に

役立ちたい．~I

注入止水剤
カケンタ ック（ラテックス）

ハーリー （急結セメント ）

ウレグロンリF （水反応）

ディスパー（水反応）

ウレグロンUE（湿気発泡ー液）

ウレグロンフラッシュ（発泡断冷熱材）

C)科研塗眼椋式会社
〒 143 東京都大田区大森西4丁目 1番5号
TEL  (03) 763-9251 （代）

〒533大阪市束淀川区西淡路町2-I 13 
合 (06)322-8055 -6 

〒465名古屋市名束区招高町一社後IH下1928
な (052)702-2248

〒803北）し州市小介区上到津2-2-21
も (093)561-8019・ 7491 

〒9801111台I|i南光台四条i釦）西16丁目
も (0222)71-1055
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‘‘゚シレタシ1 バンレタン防水工事業協同組合

カラーウレタン塗膜防水材ミ!’’『嗜tーI-cs 
ウレタン弾性塗り床材 Eリ「9『*—I- RF  

ウレタン弾性シーリング材ミrgJt.オ~--NS

なと各用途1こ廊じだ製品があります。ウレタン建材のことなら一度ご相談下さい。

の正嘉；百五人、株式会社 9沿49シ防水工事業協同組合
〒105 東京都港区芝琴平町 2- I fl'03 (502) 01 71 

大阪匹 06(231) 1212 名古屋合 052(231) 7251 

札幌合011(26 I)7789 ・8087福岡合092(751)7241・4661 

〒|04 東京都中央区銀座 7-14- 3 安田松慶ビル
合 03 (542) 6602 

大阪 ff06 (443) 6665 名古屋合 052(761) 6181 
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日本ソフラン化工株式会社
本社

〒550大阪市西区江戸堀上通2丁目5番地（東洋ゴム工業ビル8F)匹大阪(06)441-8801く大代表＞

東京支店

〒151東京都渋谷区千駄ヶ谷 4 丁目 24番地云東京(03)404-1251く大代表〉

兵庫工場

〒675-11兵庫県加古郡稲美町六分一字内ヶ池 1176ft稲美(07949)2-2222く大代表〉

明石工場

〒675-11兵庫県加古郡稲美 町六分一字相ノ 山 1209ft稲美(07949)5-0577く代表〉

昭

相
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十

年

十

二
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日

発
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施工代理店

ソフランシール工業会会員工事店

l
j
l

号

直

十




